
霧島市の財政事情

K i r i s h i m a  C i t y  P u b l i c  R e l a t i o n s ,  J a p a n

広報きりしま

11
November.2015

VOL.220

特集  Special Featureクーポン
オリジナル

Post Card
付



平
成
26
年
度
決
算
状
況

本
市
の
平
成
26
年
度
の
一
般
会

計
決
算
は
、
歳
入
が
前
年
度
に
対

し
て
４
・
６
％
増
の
総
額
６
２
４

億
８
１
３
７
万
円
、
歳
出
が
前
年

度
に
対
し
て
６
・
０
％
増
の
総
額

地方自治法第243条の３第１項と霧島市「財政事情」の作成及び

公表に関する条例第２条の規定に基づき、本市の平成26年度の決算

状況と平成27年度上半期の財政状況を公表します。

また、地方公共団体の財政の健全化に関する法律（健全化法）の規

定により、平成26年度決算に基づく、地方公共団体の財政健全化を

判断するための指標と公営企業ごとの経営状況を明らかにする指標

を併せてお知らせします。

霧島市の平成26年度の決算がまとまりました。税金  や国・県からの支出金などをどのくらい収入し、どのように使われたのか、
平成27年度上半期（平成27年4月1日～ 9月30日）の  財政状況と併せてお知らせします。

霧島市の財政 事情をお知らせします

【用語説明】

平成26年度決算額 構成比
地 方 交 付 税 164億9,309万円 26.4％ 
市 税 154億7,625万円 24.8％ 
国 庫 支 出 金 83億1,346万円 13.3％ 
県 支 出 金 57億8,399万円 9.3％ 
市 債 53億7,890万円 8.6％ 
繰 越 金 29億1,820万円 4.7％ 
財 産 収 入 16億1,041万円 2.6％ 
使用料及び手数料 15億3,742万円 2.5％ 
繰 入 金 13億9,086万円 2.2％ 
地方消費税交付金 13億7,125万円 2.2％ 
分担金及び負担金 6億7,162万円 1.1％ 
地 方 譲 与 税 6億5,267万円 1.0％ 
そ の 他 8億8,325万円 1.3％ 

計 624億8,137万円 100.0％

地方交付税	 �地方公共団体が等しく行政サービスを提
供することができるよう、一定の基準によ
り国が配分する税金。

市　税	 �市民税や固定資産税など市に納められた
税金。

国庫支出金	 �市が行う特定の事業に対して、国から交付
された給付金。

県支出金	 �市が行う特定の事業に対して、県から交付
された給付金。

市　債	 �市が行う公共事業などの財源として、財政
負担の平準化および世代間の負担の公平
などを図るため、国などから借りた金銭。

繰越金	 �前年度から繰り越された金銭。
使用料及び手数料	 �公営住宅の家賃や住民票などの証明書の

発行のために納められた金銭。
繰入金	 �基金（市の貯金）や特別会計などから繰り

入れられた金銭。
地方消費税交付金	 �地方消費税の一部を、人口などにより按

あん

分
ぶん

されて国から交付された税金。
分担金及び負担金	 �保育所の保育料や公共事業によって利益

を受ける人などから納められた金銭。
その他	 �財産収入、寄附金として納められた金銭など。

624億
8,137万円

地方交付税
26.4％

市　税
24.8％国庫支出金

13.3％

県支出金
9.3％

市　債
8.6％

繰越金
4.7％

財産収入	 2.6％
使用料及び手数料	 2.5％
繰入金	 2.2％
地方消費税交付金	 2.2％
分担金及び負担金	 1.1％
地方譲与税	 1.0％
その他	 1.3％
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霧島市の平成26年度の決算がまとまりました。税金  や国・県からの支出金などをどのくらい収入し、どのように使われたのか、
平成27年度上半期（平成27年4月1日～ 9月30日）の  財政状況と併せてお知らせします。

霧島市の財政 事情をお知らせします

【用語説明】

民生費	 �高齢者や障がい者、児童の福祉推進など
に使われた費用。

総務費	 �総務人事管理、財産管理、企画調整、地域
振興、税務事務などに使われた費用。

公債費	 �これまでの公共事業などの財源として借り
入れたお金の返済に使われた費用。

土木費	 �道路や公園、公営住宅などの整備に使わ
れた費用。

教育費	 �公立学校の管理運営や施設整備、生涯学
習の推進などに使われた費用。

農林水産業費	 �農業、林業、畜産業、水産業などの振興に
使われた費用。

衛生費	 �ごみ、し尿の処理や健康増進事業などに
使われた費用。

消防費	 �消防署や消防団の運営など、消防活動や
救急活動に使われた費用。

商工費	 �商業や観光の振興および企業誘致などに
使われた費用。

その他	 �議会費、労働費、災害復旧費および公営企
業会計への諸支出金に使われた費用。

平成26年度決算額 構成比
民 生 費 192億9,165万円 32.0％ 
総 務 費 96億7,292万円 16.1％
公 債 費 87億4,140万円 14.5％ 
土 木 費 58億6,922万円 9.8％ 
教 育 費 52億 925万円 8.7％ 
農 林 水 産 業 費 41億9,146万円 7.0％ 
衛 生 費 36億3,252万円 6.0％ 
消 防 費 20億6,264万円 3.4％ 
商 工 費 6億9,677万円 1.2％ 
そ の 他 8億6,509万円 1.3％ 

計 602億3,292万円 100.0％

602億
3,292万円

衛生費	 6.0％
消防費	 3.4％
商工費	 1.2％
その他	 1.3％

民生費
32.0％

総務費
16.1％公債費

14.5％

土木費
9.8％

教育費
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農林水産業費
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特　別　会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　　引
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 150億4,279万円 153億1,488万円 ▲2億7,209万円
後期高齢者医療特別会計 12億4,581万円 12億4,330万円 251万円
介 護 保 険 特 別 会 計 103億 217万円 99億8,727万円 3億1,490万円
交通災害共済事業特別会計 3,087万円 1,624万円 1,463万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 15億3,253万円 14億9,025万円 4,228万円
温 泉 供 給 特 別 会 計 7,654万円 7,113万円 541万円

計 282億3,071万円 281億2,307万円 1億 764万円

企　業　会　計　名 収益的収入および支出 資本的収入および支出
収　入 支　出 収　入 支　出

水 道 事 業 23億8,535万円 19億1,583万円 582万円 9億1,020万円
工 業 用 水 道 事 業 1,731万円 1,494万円 217万円 540万円
病 院 事 業 46億7,818万円 43億5,425万円 0円 3億5,884万円

計 70億8,084万円 62億8,502万円 799万円 12億7,444万円

区　　分 平成26年度末現在高
土　　地

（うち市有林）
3,636㌶

（1,986㌶）
建　　物 901,237㎡

基　金

計 229億5,955万円

内
　
訳

財政調整基金 88億9,616万円
減債基金 12億8,759万円
特定建設事業基金 29億2,088万円
その他の基金 98億5,492万円

有　価　証　券 2億3,152万円

◎特別会計決算

◎企業会計決算

◎一般会計および特別会計の財産状況◎一般会計および特別会計の市債借入状況

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金、利益剰余金などで補てんしています。

※国民健康保険特別会計の歳入が歳出に対して不足する額は、繰上充用（翌年度の歳入を繰り上げること）により措置しています。

（企業会計を除く）

（企業会計を除く）

❶ 財政力指数
地方公共団体の財政力を判断する指数で、地方交付税法の規定により

算定された基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値の３年間
の平均値です。一般的に「１」に近いほど、さらに「１」を超えるほど財政
力が強いとされています。

❷ 経常収支比率
財政構造の弾力性を判断する最も一般的な指数で、歳出の経常的経費

に充当された一般財源などの歳入の経常一般財源などに占める割合です。
比率が低いほど財政構造に弾力性があるとされています。

❸ 実質赤字比率
一般会計などを対象とした実質赤字の標準額の標準財政規模に対する

比率です。黒字の場合、「－％」で示されます。

❹ 連結実質赤字比率
全会計を対象とした実質赤字額又は資金の不足額の標準財政規模に対

する比率です。黒字の場合、「－％」で示されます。

❺ 実質公債費比率
地方公共団体の収入に対する借金返済額の比率を示すものです。普通

会計の公債費に下水道事業特別会計や水道事業会計などへの繰出金（公債
費相当額）を加算し、財政負担の度合いを判断するもので、18％を超える
と地方債発行について国や県の許可が必要とされ、25％を超えると一部
の地方債の発行について制限されます。

❻ 将来負担比率
地方公共団体の一般会計などの借入金（地方債）や将来支払っていく可

能性のある負担などの現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する
可能性の度合いを示す比率です。350％を超えると健全化計画を策定し、
財政の健全化を図らなければなりません。

❼ 資金不足比率
公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対する比率です。資金不

足額がない場合、「－％」で示されます。（霧島市の公営企業会計：水道事業、
工業用水道事業、病院事業、下水道事業、温泉供給）

指　　数　　な　ど 平成26年度 平成25年度
❶ 財政力指数 0.54 0.54

❷ 経常収支比率 87.2％ 85.0％
健
全
化
判
断
比
率

❸ 実質赤字比率 －％ －％

❹ 連結実質赤字比率 －％ －％

❺ 実質公債費比率（３か年平均） 9.6％ 10.3％

❻ 将来負担比率 11.1％ 39.3％
❼ 資金不足比率 －％ －％

◎主な指数など（決算統計・健全化法）

【用語説明】

借　　入　　先 平成26年度末
借 入 金 残 高

財 政 融 資 356億9,927万円
旧 郵 政 公 社 資 金 56億1,011万円
地方公共団体金融機構資金 123億1,519万円
市 中 銀 行 86億5,686万円
そ の 他 93億5,198万円

計 716億3,341万円
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普通会計の決算状況

繰出金 8.5％
投資・出資・貸付金 0.2%
積立金 5.4％
補助費等 3.6％
維持補修費 0.7％
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地方交付税
26.4％

市　税
24.8％

県支出金
9.3％

国庫支出金
13.3％

市　債
8.6％

人件費
15.7％

扶助費
21.5％

公債費
14.5％

普通建設事業費
19.5％

物件費
10.0％

災害復旧
事業費
0.4％

地方譲与税 1.0％
地方消費税交付金 2.2％
繰入金 2.2％
財産収入 2.6％
使用料及び手数料 2.6％
繰越金 4.7％

分担金及び負担金 1.0％
その他 1.3％◎歳入

◎歳出（性質別）

平成26年度決算額 平成25年度決算額 対前年度増減額
地 方 交 付 税 164億9,309万円 166億4,374万円 ▲1億5,065万円
市 税 154億7,625万円 153億6,554万円 1億1,071万円
国 庫 支 出 金 83億1,346万円 85億1,567万円 ▲2億 221万円
県 支 出 金 57億8,504万円 43億 463万円 14億8,041万円
市 債 53億7,890万円 64億2,810万円 ▲10億4,920万円
繰 越 金 29億1,820万円 27億7,337万円 1億4,483万円
使用料及び手数料 16億4,663万円 16億7,062万円 ▲2,399万円
財 産 収 入 16億1,041万円 2億7,351万円 13億3,690万円
繰 入 金 14億 660万円 5億4,082万円 8億6,578万円
地方消費税交付金 13億7,125万円 11億3,501万円 2億3,624万円
地 方 譲 与 税 6億5,267万円 6億7,782万円 ▲2,515万円
分担金及び負担金 6億2,529万円 5億8,991万円 3,538万円
そ の 他 8億 358万円 7億9,412万円 946万円

計 624億8,137万円 597億1,286万円 27億6,851万円

平成26年度決算額 平成25年度決算額 対前年度増減額
義 務 的 経 費 311億2,234万円 294億1,693万円 17億 541万円
人 件 費 94億3,504万円 90億7,481万円 3億6,023万円
扶 助 費 129億4,590万円 117億2,532万円 12億2,058万円
公 債 費 87億4,140万円 86億1,680万円 1億2,460万円
投 資 的 経 費 120億 562万円 112億1,400万円 7億9,162万円
普通建設事業費 117億9,148万円 110億4,746万円 7億4,402万円
災害復旧事業費 2億1,414万円 1億6,654万円 4,760万円
そ の 他 の 経 費 171億 496万円 161億7,354万円 9億3,142万円
物 件 費 60億3,673万円 60億8,501万円 ▲4,828万円
維 持 補 修 費 4億 116万円 3億9,277万円 839万円
補 助 費 等 21億7,963万円 22億8,912万円 ▲1億 949万円
積 立 金 32億5,379万円 19億5,176万円 13億 203万円
投資・出資・貸付金 1億3,075万円 1億4,227万円 ▲1,152万円
繰 出 金 51億 290万円 53億1,261万円 ▲2億 971万円

計 602億3,292万円 568億 447万円 34億2,845万円

624億
8,137万円

市税 国　庫
支出金

市　債 県支出金 その他 人件費 公債費 普通建設
事業費

物件費 補助費等 その他

人件費	 �職員の給料、手当、社会保険料、議員や各種委員の
報酬などに使われた費用。

扶助費	 �生活保護費や児童手当、障がい者などへの支援に
使われた費用。

普通建設事業費	 �道路や橋りょう、学校、庁舎などの建設事業に使わ
れた費用。

災害復旧事業費	 �災害によって被害を受けた道路や公共施設などを
復旧するために使われた費用。

物件費	 �備品購入費や委託料、臨時職員の賃金、消耗品の購
入などに使われた費用。

維持補修費	 �道路や公共施設などの軽微な補修に使われた費用。
補助費等	 �各種団体への補助金や協議会などの負担金に使わ

れた費用。
積立金	 �基金（市の貯金）へ積み立てた費用。
投資・出資・貸付金	 �奨学金の貸付などに使われた費用。
繰出金	 �特別会計へ繰り出した費用。

◎主な歳入の前年度比較 ◎主な歳出の前年度比較

この普通会計の決算は、国が毎年実施する平成26年度地方財政状況調査（決算統計）により作成したものです。

霧島市の財政事情

歳
入

歳
出

【
用
語
説
明
】

602億
3,292万円

26年度
25年度

26年度
25年度
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民生費 総務費 公債費
歳出決算額 149,360円 73,369円 68,468円

歳出決算に占める割合 31.7% 15.5% 14.5%
対前年度との増減額 7,665円 14,958円 757円

主
な
事
業

高齢者、障がい者、児童の福祉
推進などに。

総務管理、財産管理、企画調整、
地域振興、税務事務などに。

これまでの施設整備などで借り
たお金の返済に。

◆児童クラブ運営補助
◆生活保護費の支給
◆児童手当の支給
◆公立・私立の保育所運営・支援
◆養護老人ホームの運営
◆高齢者への生活支援事業
◆障がい者への生活支援事業
◆臨時福祉給付金事業など

◆土地、建物などの財産管理
◆税の賦課・徴収
◆ふれあいバスなどの運行
◆自治会、地域の活性化事業
◆電算システムの稼動
◆行政改革への取り組み
◆交通防犯対策の取り組み
◆関平鉱泉販売所の管理運営

土木費 教育費 衛生費
歳出決算額 47,008円 40,328円 33,941円

歳出決算に占める割合 10.0% 8.5% 7.2%
対前年度との増減額 ▲214円 ▲6,839円 ▲3,479円

主
な
事
業

道路、公園、公営住宅の整備な
どに。

学校の管理運営や施設整備およ
び生涯学習の推進などに。

ごみ、し尿の処理や健康増進事
業などに。

◆市道の維持管理および新設改良
◆河川および港湾の管理費
◆公営住宅の維持管理
◆土地区画整理事業
◆公園整備および
　管理事業

◆小中学校ほか施設整備
◆運動公園などの施設維持管理
◆埋蔵文化財発掘調査
◆図書館・図書室の運営管理
◆公民館講座などの開催
◆国分中央高校の運営

◆合併処理浄化槽の設置補助
◆ごみの収集、運搬
◆�ごみ処理場、し尿処理場、火葬場の
建設および管理運営

◆インフルエンザなどの予防接種
◆母子保健事業
◆基本健診および各種がん検診
◆子ども医療費の助成

農林水産業費 消防費 その他の経費
歳出決算額 32,910円 16,660円 9,738円

歳出決算に占める割合 7.0% 3.5% 2.1%
対前年度との増減額 13,426円 2,005円 ▲2,866円

主
な
事
業

農業、林業、畜産業、水産業の
振興などに。

消防活動や救急業務などに。 商業、観光、企業誘致、議会運営、
災害現場の復旧作業などに。

◆�園芸ブランド作物の推進および各種
生産組合などの育成・強化
◆農業施設などの整備
◆森林整備事業（除間伐事業など）
◆林道・農道などの整備事業
◆生産基盤整備などの県営事業負担金
◆木質バイオマス発電の整備事業

◆常備消防（消防署）の運営
◆非常備消防（消防団）の運営
◆消防車両整備
◆水防防災・災害対策事業
◆防災行政無線整備事業

◆消費生活相談事業
◆中小企業対策事業
◆企業誘致推進
◆観光振興
◆商工業振興
◆議会の開催、議員の報酬
◆市道、農道などの災害復旧事業

※金額は、普通会計（決算統計）の歳出決算額を、平成27年1月1日現在の人口127,671人で除したものです。
※住民基本台帳関係年報の調査基準日変更により、１月１日現在の人口を用いています。

市民一人当たりに使ったお金は471,782円で、主にこのような事業に使われました。

[市民１人当たりの決算額と主な事業 ]
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（億円）

平成27年度上半期（４月～９月）の
財政状況
予算現額 収入済額 予算構成比 収入率

市 税 149億7,512万円 88億9,713万円 26.6% 59.4%
地方交付税 141億 円 110億9,672万円 25.0% 78.7%
国庫支出金 80億2,542万円 25億5,035万円 14.2% 31.8%
市 債 57億2,990万円    0万円 10.2% 0.0%
繰 入 金 40億5,751万円    0万円 7.2% 0.0%
県 支 出 金 37億4,229万円 3億6,637万円 6.6% 9.8%
地方消費税交付金 15億5,000万円 13億9,691万円 2.7% 90.1%
そ の 他 41億9,561万円 34億9,155万円 7.5% 83.2%
歳 入 合 計 563億7,585万円 277億9,903万円 100.0% 49.3%

予算現額 支出済額 予算構成比 執行率
民 生 費 198億6,079万円 78億5,501万円 35.2% 39.6%
公 債 費 81億6,669万円 42億7,385万円 14.5% 52.3%
総 務 費 71億2,925万円 25億 481万円 12.6% 35.1%
教 育 費 57億 764万円 19億5,854万円 10.1% 34.3%
土 木 費 55億8,315万円 8億7,168万円 9.9% 15.6%
衛 生 費 33億3,345万円 11億2,356万円 5.9% 33.7%
消 防 費 22億2,483万円 6億8,628万円 4.0% 30.8%
そ の 他 43億7,005万円 21億4,201万円 7.8% 49.0%
歳出合計 563億7,585万円 214億1,574万円 100.0% 38.0%

◎一般会計（歳入） ◎一般会計（歳出）

会　　計　　名 予  算  現  額 歳　入 歳　出
収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 175億9,064万円 70億9,009万円 40.3% 77億8,840万円 44.3%
後期高齢者医療 12億5,911万円 3億9,933万円 31.7% 3億9,808万円 31.6%
介 護 保 険 99億7,180万円 45億6,956万円 45.8% 40億9,678万円 41.1%
交通災害共済事業 2,258万円 1,828万円 81.0%   494万円 21.9%
下 水 道 事 業 16億1,119万円 2億2,252万円 13.8% 5億3,964万円 33.5%
温 泉 供 給 6,651万円 3,579万円 53.8% 2,542万円 38.2%

区　分 現在高 一人当たり現在高
市　　債 674億7,810万円 531,483円

（うち一般会計） 594億1,317万円 467,960円
（うち特別会計） 80億6,493万円 63,523円

会　　計　　名 収　　益　　的 資　　本　　的
収　入 収入率 支　出 執行率 収　入 収入率 支　出 執行率

水 道 事 業 予算額 23億6,624万円 37.9% 19億6,190万円 18.0%   300万円 － 14億8,215万円 12.1%収入済額または執行済額 8億9,609万円 3億5,369万円    0万円 1億7,955万円

工業用水道事業 予算額 1,698万円 12.2% 1,698万円 9.5% 2,675万円 － 2,787万円 －　収入済額または執行済額   208万円   162万円    0万円    0万円

病 院 事 業 予算額 49億 407万円 45.7% 48億2,711万円 40.3%    0万円 － 4億7,403万円 50.6%収入済額または執行済額 22億4,047万円 19億4,657万円    0万円 2億4,007万円

◎一般会計および特別会計の財産状況

◎企業会計

◎一般会計および特別会計の市債借入状況※収入済額が支出済額に対して不足する額は、他会計からの繰替運用により措置しています。

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金・利益剰余金などで補てんしています。

（企業会計を除く）
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※�財産の状況および市債の借入状況の１人当たり現在高は、同日現在の住民基本台帳人口
126,962人で除して算出したものです。

（企業会計を除く）

◎特別会計

（平成27年9月30日現在）

区　分 現 在 高 一人当たり現在高
土　　地

（うち市有林）
3,640㌶ 0.029㌶
（1,989㌶） （0.016㌶）

建　　物 899,198㎡ 7㎡
基　　金 249億8,836万円 196,818円
内
訳
積立基金 217億4,715万円 171,289円
その他の基金 32億4,121万円 25,529円

有価証券 2億3,152万円 1,824円

霧島市の財政事情
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霧島市は、先端技術産業を中心とする製造業、茶や
畜産物などに代表される農林水産業、旅館・ホテルなどの
観光業、多種多様な商店による商業などが営まれています。

今後、地方の自立がさらに求められていることから、地

域経済を支えるこれらの産業の成長が重要になります。こ
のため、企業誘致や農業、観光業における人材育成、
商業における買い物がしやすい環境づくりなどを推進して、
活力ある産業のまちづくりに取り組んでいます。

活力ある産業のまちづくり

事　　業　　名 事　業　内　容 事 業 費
（単位：円） 実施地区

国立公園「霧島」指定
80周年記念事業

バスツアー、テレビＣＭなど80周
年記念事業の啓発活動 240万 全域

企業誘致推進事業
立地協定４社、
雇用（計画）人員85人、
工業用地取得27,774.22㎡

1億2,046万 全域

住宅リフォーム支援事業 264件交付 5,021万 全域

県営土地改良事業参画事業 農業用用排水施設の整備（７地
区）など 7,327万 全域 緑地公園整備事業（春山地区）

事業内容／駐車場整備、トイレ工事
事業費／ 1億3,705万円　実施地区／国分

霧島市は、多くの歴史的文化遺産と伝統に支えられ
た特色ある文化を有しています。これらの伝統文化など
の保存・継承に努め、市民に限らず訪れる人にとっても
文化の香り高い魅力あるまちづくりを推進します。

また、学校・家庭・地域社会と緊密な連携を図りなが
ら、「共に学び、育み、磨きあう、人が輝くまち」を教育

分野のまちの将来像に掲げ、高い志を持ち、知・徳・体
の調和のとれた社会を「生き抜く力」を備えた人づくりに
努めるとともに、世代に関係なく参加できる学習機会を
充実させ、スポーツイベントや各種公民館講座などへ
の参加を啓発することで、育み磨きあうまちづくりに努め
ています。

育み磨きあうまちづくり

事　　業　　名 事　業　内　容 事 業 費
（単位：円） 実施地区

きりしまっ子立志推進事業 中学生を対象に２泊３日で英語中
心の活動をALTらと共に行った 51万 全域

小学校英語教育推進事業 外国語活動支援員を各小学校に派
遣 745万 全域

ニューライフカレッジ
霧島開催事業

鹿児島高専と志學館大学と連携し、
市民講座を実施。 16万 全域

公民館定期講座開設事業 開設講座数135講座 901万 全域

図書館運営事業 各地区図書館・室の入館者数
244.090人 4,784万 全域

学校施設整備事業
事業内容／校舎、屋内運動場などの全面改
修（国分地区内２校、牧園地区１校、福山
地区１校）　事業費／４億1,917万円　実施
地区／国分、牧園、福山

便利で広く使える春山緑地公園

青葉小学校などの児童らで青葉ベースボールクラブを
結成。練習や試合などで、国分の春山緑地公園を

利用しています。グラウンドが広く、子どもたちは伸び伸
びとプレーしています。駐車場も広くなり、県内外から集
まる大きな大会でも駐車場の心配がありません。近くには
観光農園があり、楽しめるスポットもあります。これから
も野球を通して子どもたちの育成に携わっていきたいです。

青葉ベースボールクラブ育成会

鏡園真
ま さ

秀
ひ で

さん（40）国分郡田在住

INTERVIEW

春山緑地公園利用者
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第一次霧島市総合計画に基づいて

第一次霧島市総合計画に
基づいて
霧島市ではまちづくりを進めていくうえで
総合計画を基に事業を実施しています。
市の将来像は「人と自然が輝き、人が拓く、多機能都市」で
これを実現するために７つの柱（政策）を設定しています。
今回は平成26年度に実施した事業の一部を紹介します。

霧島市は、南九州の交通の要衝であり、恵まれた自然
の中、多種多様な産業が営まれている地域です。この地
域性を生かして、ゆとりのある快適な生活を送ることがで
きるように、生活基盤の充実と地域情報化の推進を図っ
ています。

また、市民や観光客などの移動を簡単で便利にし、地
域住民の交流を促すため、交通体系の充実を図ってい
ます。さらに、誰もが安心で安全な生活が送れるように、
防災対策や交通安全・防犯活動の推進などを図り、快適
で魅力あるまちづくりに取り組んでいます。

快適で魅力あるまちづくり

事　　業　　名 事　業　内　容 事 業 費
（単位：円） 実施地区

木之房団地建替事業 4号棟（鉄筋コンクリート造4階建）20戸、
5号棟（木造平家建、車イス対応）２戸 3億2,983万 隼人

地上デジタル放送支援事業 既設共聴への加入（１施設、10世帯）
個別受信アンテナ対策（１世帯） 59万 霧島、福山

常備消防車両更新事業 40ｍ級はしご付消防自動車購入 1億9,399万 全域

交通安全施設整備事業 道路反射鏡55基、警戒標識3基、防護柵
398m、区画線21,132m 2,999万 全域

安全灯設置事業 通学路への安全灯の設置
（国分2基、溝辺3基、横川11基） 94万 国分、溝辺、

横川

道路新設改良事業、幹線市道整備事業
事業内容／国分19路線、溝辺3路線、
横川3路線、牧園2路線、霧島3路線、
隼人8路線、福山2路線、計40路線
事業費／ 12億4,405万円　実施地区／
全域

霧島市は、日本で最初に国立公園に指定された地域
であり、風光明

め い

媚
び

な自然に恵まれ、その自然を背景として、
風土に根差した生活が培われてきました。この貴重な自
然といつまでも共生できるよう、自然環境の保全や循環

型社会の形成を図っています。
さらに、地域美化活動の推進などを通じて身近な生

活環境の向上を図り、自然に優しいまちづくりに取り組ん
でいます。

自然にやさしいまちづくり

事　　業　　名 事　業　内　容 事 業 費
（単位：円） 実施地区

家庭系一般廃棄物収集運搬事業 各家庭から排出される可燃、不燃、
資源ごみの収集運搬 2億9,482万 全域

合併処理浄化槽設置整備事業 助成件数639件 2億5,628万 全域

環境美化・河川環境保全推進事業 環境美化推進委員などの活動支援
と環境美化モデル地区の指定 330万 全域

国分隼人地区公共下水道終末処
理場及びポンプ場維持管理事業

国分隼人クリーンセンター維持管
理費など 1億5,225万 国分、隼人

河川景観保全アダプト（里親）
制度推進事業

登録団体数115団体、
活動面積227,159㎡ 622万 全域

生物多様性保全推進支援事業
事業内容／環境学習会や出前講座の開催、
全国キリシマツツジサミット開催に向け
た準備業務　事業費／ 241万円　実施地
区／全域

平成26年度事業実績
公表
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霧島市は、高齢者の増加とも相まって、年々医療費は
増大し続けており、保険制度の運営が厳しい状況にあり
ます。また、地区によって介護保険サービス提供事業者
の数や種類が異なるなどの現状が見られます。このため、
市民が安心していきいきと暮らせるように、地域福祉や地
域医療の充実を図っています。

また、心身ともに健康な生活が送れるように、生活習

慣病の予防や早期発見、早期治療の推進などを通じて
市民の健康づくりを推進します。さらに「霧島市に住みた
い、霧島市で子育てをしたい」と思ってもらえるよう、子育
て環境の整備・充実を図っています。これらの取り組みを
市民・行政・地域が一体となって推進することで医療、福
祉、健康、子育てへの不安のない、たすけあい支えあうま
ちづくりに取り組んでいます。

たすけあい支えあうまちづくり

事　　業　　名 事　業　内　容 事 業 費
（単位：円） 実施地区

夜間救急診療支援事業
市立医師会医療センター施設内で、
小児科・内科の365日の夜間救急
診療を実施（受診者数：内科2,187
人、小児科2,507人）

275万 全域

予防接種事業

三種混合、四種混合、ポリオ、麻
しん、風しん、日本脳炎、二種混合、
Hib感染症、水痘、小児・高齢者の
肺炎球菌感染症、インフルエンザ
の予防接種を実施（49,719人接種）

2億7,546万 全域

長寿祝金・いきいきチケット
支給事業

長寿祝金982人に支給、いきいき
チケット551,179枚利用 8,786万 全域

生活保護費扶助費事務事業 延べ支給者数19,550人 26億4,204万 全域

子ども医療費助成制度
未就学児は全額助成。小中学生は
自己負担分のうち１人月額2,000
円を超えた分を助成（市町村民税
非課税世帯は全額助成）

3億4,619万 全域

児童福祉関係施設整備事業
事業内容／上小川児童クラブ新築工事、児
童数52人（平成27年５月１日現在）
事業費／ 3,085万円　実施地区／国分

効に活用するために、施策や事務事業
の目的・目標に対して取り組んだ事業
の成果を分析、検証します。
目標が達成されていない場合は、何

が原因なのかを分析して事務事業を見
直し、改善策を次年度以降の予算に反
映させていきます。
現在は、総合計画の後期５年間（平

成29年度まで）を対象とした後期基本
計画の期間となっています。

本計画では、掲げたまちの将来像
の実現に向け、前期基本計画の成果を
検証し、現状を把握した上で、まちづ
くりの課題を整理しており、これらの
解決に向けて各種施策に取り組んでい
ます。

市民の意識を反映
霧島市では毎年、総合計画の各施

策などの目標達成度を把握するための
手法の一つとして、市民意識調査を実
施し、そこで得た結果を行政経営に反
映しています。
総合計画は「まちづくり」のための

「台本」であり、その主役は皆さんです。
「このまちに住みたい、住んで良かっ
た」と実感できるようなまちの実現に
向けて、市民の皆さんのご理解、ご協
力をお願いします。

INTERVIEW

小さい子どもがいると急に風邪をひい
たり、けがをしたりして病院のお世話

になることが。特に野球をしている長男は、
肘を痛めて週に数回通院することがありま
す。月々の治療代が心配になりますが、中
学生まで助成が拡充されているので、経済
的な負担が少なくとても助かっています。子
ども医療費制度は、子育て世代にとって心
強い味方の一つです。

子育て世代の心強い味方
子ども医療費助成制度利用者

田
たの

上
うえ

玲子さん（37）、長男 雄
ゆう

大
だい

君（12）、

長女 芽
め

依
い

さん（10）、次男 大
だい

輝
き

ちゃん（10か月）

隼人町真孝在住
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第一次霧島市総合計画に基づいて

霧島市は、厳しい財政状況を健全化するとともに、効果的で効率的な行政経
営を行うために、平成26年度に「霧島市行政改革大綱（第２次／改定版）」と「霧島
市経営健全化計画（第２次）改定」などを策定し、各種取り組みを進めてきました。

今後はさらに、市民に開かれた行政の推進や質の高い行政サービスの提供を
積極的に行い、健全で自立した財政運営を推進します。また、市民に信頼され
る行政経営を推進するために、総合計画の進行管理と予算編成、評価が連動
した行政評価システムを活用し、成果を重視した効果的・効率的な事業の推進
を図ります。

新たな行政経営によるまちづくり

事　　業　　名 事　業　内　容 事 業 費
（単位：円） 実施地区

財産管理総務管理事務事業 「霧島市公共施設管理計画」を策定 2,864万 全域

職員研修事業 延べ受講者数3,943人 1,463万 －

市民サービスセンター運営事業
事業内容／市民サービスセンター「コア・
よか」の運営、延べ利用者数17,031人
事業費／ 2,843万円　実施地区／全域

市の基本理念、将来像が描かれ、これ
を実現するための７つの柱が盛り込ま
れています。
霧島市の予算は、この総合計画に

沿って編成されており、総合計画の進
行管理にあたっては、民間企業などで
使われている目標管理の手法を行政経
営に生かすための仕組みである行政評
価を活用しています。
行政評価では、限られた財源を有

今回は平成26年度に実施した事務
事業について、「第一次霧島市総合計
画」（以下「総合計画」）の７つの柱（政
策）に沿って、その一部を紹介しました。

霧島市の行政経営
総合計画は市町合併後、間もない

平成20年に策定されました。その期
間を10年とする総合計画には、霧島

まちづくりは
「市民が主役」

霧島市は、市民が主役のまちづくりを確立していくた
めに、市民の主体的な活動を促進することにより、市民
と行政との協働による「市民参加によるまちづくり」を推進
しています。

また、姉妹都市をはじめとする国内外の都市との交流
に関する情報を積極的に発信するなど、国際・国内交流

を推進しています。さらに、市民が人権問題を正しく理解
し、お互いの人権を尊重することができるように、人権問
題の積極的な啓発と広報活動を通して、市民の意識の
向上を図るとともに、男女共同参画社会の形成を促進し、
共生・協働のまちづくりに取り組んでいます。

共生・協働のまちづくり

事　　業　　名 事　業　内　容 事 業 費
（単位：円） 実施地区

移住定住促進事業
移住者へ補助金を交付（市外から
の転入17世帯41人、市街地から
の転居9世帯29人）

1,290万 中山間地域

人権啓発推進まちづくり事業 人権に関する講演会、
学習会（5,153人参加） 127万 全域

男女共同参画広報・啓発事業 講座・セミナーなど（193人参加） 35万 全域

女性のための無料相談事業 ＤＶなどの女性の人権侵害相談105件、
相談員の養成 83万 全域

地区活性化支援事業
自治会や地区自治公民館が行う活
性化につながる事業に対して助成
（件数674件）

1,997万 全域

姉妹都市・国際交流事業
事業内容／海外交流都市への訪問、訪問団
の受け入れなど（92人参加）
事業費／ 230万円　実施地区／全域
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市民一体となってまちの清掃活動に取り組む日として、
霧島市では毎年９月第２土曜日の「ふれあいボランティ
アの日」を中心に市内各地で清掃活動が行われています。
９月12日には第一工業大学近くの奈良田橋を中心に国
分新町地区の住民ら約30人が参加、川沿いの雑草を1㌔
にかけて刈りました。同地区の松園孝さん（67）は「まち
がきれいになるとうれしいですね」と汗をかきながら話
しました。

７月31日に開始した「きりしまゆ旅」の初代・２代目横
綱の認定式が9月18日、牧園町の霧島温泉市場湯けむりの
里足湯でありました。初代・2代目横綱に認定されたのは
鹿児島市の鮫島覚

さとる

さん（48、写真右）、溶
ヨ ン

順
ス ン

さん（58）夫妻。
認定証と横綱の証し・前掛けが贈呈された覚さんは「横綱
に認定されてうれしいです。霧島市の温泉は泉質も豊富な
ところがいい」と喜んでいました。問い合わせはきりしま
ゆ旅事務局 ☎（78）2115まで。

ゆ
旅
初
代・
２
代
目

横
綱
誕
生

市
内
で
ふ
れ
あ
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

霧島市花火大会が10月３日、国分キャンプ海水浴場であ
り、市内外から訪れた家族連れやカップルなど約３万人が
8,000発の花火を楽しみました。夜空を照らすレーザー光線
や人気アニメの音楽などに合わせて花火が打ち上がると、会
場からは大きな歓声が上がっていました。

長島町から来た永田航平さん（26）は「迫力ある花火に大満
足。涼しい秋の開催もいいですね。来年もぜひ見に来たい」
と話しました。

秋夜の花火8,000発に3万人

霧島神宮を和服を着て参拝できる取り組みが10月１日か
らスタートしました。霧島市観光協会が企画したもので、地
域の人から寄せられた約40着の女性用着物の中から自分で
選んだ好きなものを着付けしてくれます。現在、多くの予約
が入るなど大人気。事前予約が必要で着物の持ち込みもでき
ます。ぜひ、一味違った神宮参拝をお楽しみください。問い
合わせは霧島市観光案内所 ☎（57）1588まで。

旧牧園町の頃から藤の花が縁で交流を続けている中国上海市
嘉定区の友好訪問団が９月29日、30日に霧島市を表敬訪問し
ました。今回の訪問では、商工会議所や商工会関係者との意見
交換のほか、老人福祉施設の行政視察が行われました。

和
服
で
参
拝

ぶ
ら
り
霧
島
神
宮

中
国
上
海
市

嘉か

定て
い

区
が
表
敬
訪
問

き り し ま タ イ ム ズ

The Kirishima Times
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市内の学生と写真クラブからの投稿写真紹介「スナップ×スナップ」

肌寒くなってきた朝、わが家の庭先で秋を感じた1枚
です。コスモスの花びらの鮮やかな色を、影が1枚ご
とに複雑な色合いへと変化させ、あでやかな表情を
見せていました。露出を何度も試し、イメージどおり
の色合いが表現できたと思います。これからも身近な
風景に隠れている無限の美を撮り続けていきたいです。

【撮影データ】絞り8.0　シャッター1/2500　ISO800

齊藤 章さん（69）  国分、写真歴５年

隼人工業高校 情報技術
科2年　写真同好会

徳田 健
け ん

さん（17）
写真歴１年６か月

秋空に咲くコスモ
ス

庭先の秋

８月に東京都で行われた第12回全国中学生
弓道大会の個人競技男子の部で、溝辺中３年の
野村優亮さん（15）が２位の好成績を収めました。
中学1年から弓道を始め、今年の県大会個人競
技で初優勝。全国大会は初出場ながら持ち前の
集中力で勝ち進みました。「静かな空間で自分
と的だけに集中できるのが弓道の魅力。いつか
日本一になりたい」と目を輝かせていました。

野村さんが弓道で全国2位

溝辺町竹子地区の景勝地を見て周る「お茶
いっぺふるさとウオーク」が９月20日、同地
区で開かれました。地域内外や溝辺町出身者
でつくる東京みぞべ会のメンバーなど約200
人が参加。秋晴れの中、歩きながら景色を楽
しんだり、地域の人のお茶やお菓子などのお
もてなしを堪能したりしました。

竹子の風景と食を楽しむ

隼人東インターそばの
沿道に咲くコスモスで
す。落陽の逆光で淡
いシルエットの雰囲気
をつくり、秋空がさら
に季節感を演出するよ
うに構図を取りました。
毎日のようにカメラ片
手に「いい」と思った瞬
間を撮っています。こ
れからは人物写真にも
挑戦してきたいです。

【撮影データ】
絞り10、シャッター1/250、ISO100
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近
年
の
詐
欺
は
手
口
が
巧
妙
化

し
、
年
金
情
報
の
流
出
や
国
勢
調

査
、
最
近
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な

ど
、
時
事
問
題
に
便
乗
し
た
詐
欺

が
次
々
と
発
生
し
て
い
ま
す
。
電

話
に
よ
る
詐
欺
は
高
齢
者
の
被
害

が
多
い
も
の
の
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
者
を
狙
う
詐

欺
も
急
増
し
て
お
り
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
老
若
男
女
を
問
わ
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を

か
た
っ
た
詐
欺
急
増

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
る

の
を
前
に
、
電
話
や
メ
ー
ル
、
自

宅
へ
の
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
を
悪
用
し
た
詐
欺

が
全
国
的
に
増
え
て
き
て
い
ま

す
。例

え
ば
、
市
役
所
職
員
を
名
乗

る
人
物
か
ら
電
話
で
偽
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
伝
え
ら
れ
、
後
日
別
の

人
物
か
ら
の
電
話
で
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
言
わ

れ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
伝
え
た
と
こ

ろ
、
後
日
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

教
え
た
こ
と
は
犯
罪
だ
」
と
脅
さ

れ
数
百
万
円
を
払
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
被
害
も
出
て
い
ま
す
。
市

役
所
な
ど
が
電
話
や
訪
問
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
伝
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
個
人
情
報
を
聞
き

出
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

詐
欺
に
注
意

「
ア
ダ
ル
ト
動
画
の
閲
覧
料
金

が
未
払
い
で
あ
る
」
と
突
然
身
に

憶
え
の
な
い
メ
ー
ル
が
届
き
、
そ

の
業
者
に
電
話
を
か
け
た
と
こ
ろ

「
料
金
が
15
万
円
発
生
し
て
い
る
。

今
日
中
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
48
万

円
に
な
る
。
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

を
購
入
し
て
、
記
載
さ
れ
た
番
号

を
連
絡
す
る
よ
う
に
」
な
ど
と
指

示
さ
れ
る
架
空
請
求
の
ト
ラ
ブ
ル

が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

う
そ
電
話
詐
欺
緊
急
事
態

昨
年
を
上
回
る
被
害

県
内
で
発
生
し
た
う
そ
電
話
詐

欺
は
９
月
末
現
在
で
認
知
件
数
が

45
件
、
被
害
額
は
約
２
億
６
千
万

円
に
上
り
、
昨
年
の
年
間
被
害
額

を
上
回
る
勢
い
で
す
。
特
に
、
高

齢
者
の
被
害
が
８
割
を
占
め
、
一

人
当
た
り
の
被
害
額
も
一
千
万
円

を
超
え
る
ケ
ー
ス
が
発
生
す
る
な

ど
、
高
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最

近
の
手
口
は
、
警
察
や
弁
護
士
を

名
乗
る
電
話
や
、
複
数
で
役
割
を

分
担
し
て
電
話
を
か
け
て
く
る
劇

場
型
詐
欺
な
ど
巧
妙
化
し
て
い
ま

す
。ほ

か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
詐
欺
が

あ
り
ま
す
。「
自
分
の
身
に
も
起

こ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
警
戒

心
を
忘
れ
ず
に
、
普
段
か
ら
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
心
構
え
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

霧島市消費生活センターの今年４月から９月
末の相談件数は458件で、昨年同時期の約1.2
倍です。70歳代が最も多く、次に60歳代と続
いています。
詐欺の多くは、少しの心掛けで防ぐことがで
きます。市役所・警察・弁護士を名乗る人物か
らの突然の電話も、相手を確実に確かめること
が大切です。名前と連絡先を聞いて「折り返し
ます」と伝えるだけでも十分効果があります。
早めの相談が被害を防ぎます。少しでも不安
に思ったら、１人で悩まずに、警察や消費生活
センターに相談してください。専門の相談員が、
あなたの立場に立って相談に応じます。

不安に思ったら、
相談しましょう
市商工振興課
船盛 真央主任主事（30）

こんな電話や
話は、
あなたを

だまそうとする
「詐欺」です

◦「インフルエンザやカゼで声が変になっている」
◦「携帯電話の番号が変わった」「携帯電話をなくした、壊れた」
◦「お金を宅配便で送ってほしい」
◦「代理の人間が行くから（現金・キャッシュカードなどを）渡してほしい」
◦「お金を還付するからＡＴＭに行って」
◦「誰にも言わないで」「相談はしないで」

１つでも該当する場合は、詐欺の可能性があります。あわてず落ち着いて事実確認をするか、信頼できる人に相談しましょう。

身
近
な「
詐さ

欺ぎ

」

あ
な
た
も
狙
わ
れ
て
い
ま
す

全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
仕
掛
け
て
く
る「
詐
欺
」。

多
様
化
す
る
手
口
を
知
り
、
未
然
に
防
ぐ
心
構
え
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
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ジュニア部門・幼児の部
きりしま大賞

「５人きょうだい」
いしはらゆうや
（高千穂保育園年長）

以
下
、写
真
掲
載
の
第
12
回
き
り
し
ま
大

賞
を
除
く
上
位
入
賞
者（
敬
称
略
）

【
自
由
部
門
】

●
特
別
賞
＝
谷
口
隆
、
鵜
木
ひ
ろ
子
、
池

田
汎
邦
、
實
成
義
孝
、飯
ヶ
谷
清
治
、山
元

い
づ
み
、
稲
満
香
、
久
野
弥
生（
以
上
霧
島

市
）、田
中
絹
子（
伊
佐
市
）、上
原
喜
弘（
出

水
市
）、大
田
透
、東
菜
摘（
以
上
都
城
市
）、

Salvador M
ano

（
鹿
児
島
市
）、牧
田
か
お

り
、大
村
イ
ヨ
子（
以
上
曽
於
市
）、馬
越
あ

や
か（
福
岡
市
）

●
優
秀・秀
作・奨
励
賞
＝
吉
川
薫
、瀬
戸
口

ム
ツ
子
、
木
場
明
正
、
池
田
お
さ
む
、
鬼
塚

順
子
、小
野
郁
子（
以
上
霧
島
市
）、橋
口
典

美（
日
置
市
）、中
野
誠（
南
さ
つ
ま
市
）、や

ま
う
ち
裕
子（
鹿
児
島
市
）、大
園
ミ
ヨ
子（
錦

江
町
）、鮫
島
孝
子（
姶
良
市
）

●
委
嘱
作
家
賞
＝
石
原
琢
二
郎（
日
置
市
）

【
テ
ー
マ
部
門
】

●
特
別
賞
＝
竹
田
実
千
代
、鵜
木
ひ
ろ
子
、

吉
元
か
つ
子
、安
田
美
津
子
、髙
橋
紀
美
子
、

木
場
明
正
、横
村
勉
、井
上
智
雄
、上
別
府

さ
ゑ
、與
清
二
、大
倉
敏
、宮
竹
英
俊（
以
上

第12回きりしま美術展

霧
島
市
）、
境
良
子（
高
原
町
）、
片
下
由
紀

子（
鹿
児
島
市
）、大
田
透（
都
城
市
）、大
浦

坂
裕
子（
日
置
市
）

●
優
秀
・
秀
作
・
奨
励
賞
＝
徳
田
乃
利
子
、

飯
ヶ
谷
清
治
、前
原
武
子
、杉
木
章
、弥
勒

節
子（
以
上
霧
島
市
）、
永
井
啓（
薩
摩
川

内
市
）、三
石
義
廣（
湧
水
町
）、Salvador 

M
ano

、
安
川
ス
ミ
エ（
以
上
鹿
児
島
市
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
】

幼
児
の
部

●
特
別
賞
＝
ふ
る
か
わ
ぶ
ん
た
、た
け
の
う

ち
り
の（
以
上
隼
人
ひ
ま
わ
り
子
）、の
は

ら
み
ら
い
、か
わ
さ
き
そ
な
、
う
ら
か
み
あ

い
み
、し
ょ
う
い
ち
り
や
、や
ま
の
う
え
か

の
ん
、
は
な
だ
あ
い
り
、
あ
た
ゆ
づ
き（
以

上
大
窪
保
）、こ
た
に
ゆ
ら
、え
の
き
は
る
と

（
以
上
高
千
穂
保
）、さ
と
ら
ら
ん
、な
か
と

み
ゆ
ず
き
、い
わ
も
と
み
ら（
以
上
宮
内
幼
）、

に
の
み
や
あ
お
い（
陵
南
幼
）、お
お
み
や
じ

し
ょ
う
ま（
宮
内
保
）

小
学
生
の
部

●
特
別
賞
＝
中
島
丞
大（
永
水
小
）、長
迫

咲
結
、前
田
朱
里
、横
山
あ
い
る
、槢
木
健
太

（
以
上
上
小
川
小
）、今
西
未
來
、今
西
古
都
乃
、

山
下
琳
太
郎（
以
上
牧
園
小
）、東
雄
心
、中

村
銀
志
、樋
髙
光
流（
以
上
国
分
西
小
）、瀬

戸
口
冬
眞
、岩
河
秀
弥（
以
上
向
花
小
）、沖

園
胡
春
、大
薗
綾
音（
以
上
持
松
小
）、惠
村

実
代（
川
原
小
）、森
吉
優（
小
浜
小
）、松
永

了
道
、岩
元
力
俊（
以
上
宮
内
小
）、福
満
我

愛
羅（
三
体
小
）、竹
下
リ
ー
ナ
、桐
野
蓮
大（
以

上
木
原
小
）、吉
村
陽
生
、持
留
夢
叶
、松
山

為
幸（
以
上
国
分
小
）、河
野
マ
ミ
、笠
山
悠
輝

（
以
上
中
津
川
小
）、西
咲
綺（
万
膳
小
）、萩
原

岳
穂（
大
田
小
）、西
陽
多（
国
分
南
小
）、三

角
泰
雅（
青
葉
小
）、杉
田
菜
織（
佐
々
木
小
）

中
学
生
の
部

●
特
別
賞
＝
池
野
莉
絵
瑠
、柳
田
寧
々
、大

迫
か
な
た（
以
上
隼
人
中
）、日
高
愛
結
奈
、

木
村
優
里
、田
中
か
り
ん
、川
﨑
葉
月
、永
谷

梨
花
、瀬
戸
口
直
樹
、中
玉
利
彩
月（
以
上
日

当
山
中
）、福
島
幸（
国
分
中
）、胡
广
ヶ
野
郁

空
、渡
部
七
海
、前
田
歩
美（
以
上
牧
園
中
）、

永
田
梨
奈（
舞
鶴
中
）、禱
恵
士（
溝
辺
中
）

◎�

問
＝
実
行
委
員
会
事
務
局（
文
化
振
興

課
内
）☎（
42
）１
１
１
９

きりしま美術展が開催され、自由部門126点、テーマ部門115点、ジュニア部門2,216点、
計2,457点の応募の中から、審査により入賞160点、入選426点が選ばれました。展示
会場の国分シビックセンターに10月３日（土）から10月16日（金）までの期間中、幼児から
一般の方の入賞・入選作品、委嘱作家・審査員の作品、計601点を展示。表彰式や展
示会場でのトークショーも行われました。

ジュニア部門の特別賞作品は次の会場でも展示します。

◉溝辺公民館＝11月 6日（金）～ 11月16日（月）
◉横川総合支所＝11月18日（水）～ 11月27日（金）
◉牧園総合支所＝11月30日（月）～ 12月10日（木）
◉霧島公民館＝12月14日（月）～ 12月21日（月）
◉国分郷土館＝12月25日（金）～ 1月14日（木）

テーマ部門 きりしま大賞
「噴気（Ⅰ）」
本田廣子（霧島市）

自由部門 きりしま大賞
「月光」

土寄圭子（霧島市）

ジュニア部門・中学生の部
きりしま大賞

「登校の様子」
川原瑠菜（牧園中３年）

ジュニア部門・小学生の部
きりしま大賞

「そうっとのぞいて」
福薗凜太朗（川原小４年）
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今
年
８
月
に
奈
良
県
で
開
催
さ
れ
た
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
柔
道
女
子
52
㌔
級
で
国

分
中
央
高
校
３
年
の
前
野
彩さ

や
かさ

ん
（
18
）
が

３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

南
九
州
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
前
野
さ
ん
が

柔
道
を
始
め
た
の
は
、
小
学
校
２
年
生
の
と

き
。
知
り
合
い
が
柔
道
を
始
め
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
道
場
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
当
時
は
内
向
的
で
、
人
に
自
分
か
ら

話
し
か
け
る
こ
と
は
少
な
い
性
格
で
し
た
が
、

負
け
ん
気
が
強
く
、
こ
つ
こ
つ
と
練
習
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
、
柔
道
の
指
導

に
定
評
の
あ
っ
た
吉
村
智
之
監
督
（
39
）
の

下
で
指
導
を
受
け
る
た
め
、
鹿
児
島
南
高
校

に
通
い
ま
し
た
。
吉
村
監
督
は
同
校
を
柔
道

の
強
豪
校
に
育
て
上
げ
た
監
督
。
高
校
進
学

の
と
き
も
「
吉
村
監
督
に
学
び
た
い
」
と
現

在
指
導
す
る
国
分
中
央
高
校
を
選
び
、
霧
島

市
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
吉
村
監
督
は
前
野

選
手
の
弱
点
を
的
確
に
指
導
し
、
実
業
団
な

ど
が
行
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
積
極
的
に
練
習

に
取
り
入
れ
、
前
野
選
手
の
実
力
を
引
き
出

し
て
い
き
ま
し
た
。

柔
道
部
員
は
現
在
７
人
で
す
が
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
県
予
選
で
は
３
年
生
全
員
が
決
勝

戦
に
進
出
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
少
数
精
鋭
で

す
。
土
日
も
ほ
ぼ
毎
週
練
習
に
取
り
組
む
前

野
さ
ん
は
「
夕
方
４
時
す
ぎ
か
ら
始
ま
る
部

活
は
３
時
間
半
の
厳
し
い
練
習
で
す
が
、
み

ん
な
が
良
い
ラ
イ
バ
ル
と
な
っ
て
、
励
ま
し

合
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
柔
道
部
の
絆

の
強
さ
を
話
し
ま
す
。

柔
道
部
の
先
輩
に
は
高
校
時
代
に
全
国
１

位
に
輝
き
、
現
在
実
業
団
で
世
界
的
に
活
躍

す
る
前
田
千ち

島し
ま

選
手
が
い
ま
す
。
前
野
さ
ん

は
「
前
田
先
輩
が
全
国
１
位
に
な
っ
た
と
き
、

す
ぐ
近
く
で
そ
の
瞬
間
を
見
て
い
ま
し
た
。

一
緒
に
練
習
し
て
い
た
先
輩
の
優
勝
は
、
感

動
し
た
と
同
時
に
、
日
本
一
へ
の
憧
れ
を
強

く
さ
せ
ま
し
た
」
と
そ
の
瞬
間
を
振
り
返
り

ま
す
。

今
後
進
学
し
て
体
育
教
師
を
目
指
す
前
野

さ
ん
は
「
大
学
で
さ
ら
に
柔
道
を
続
け
、
５

年
後
の
鹿
児
島
国
体
で
優
勝
を
目
指
し
た

い
」
と
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

夢のカタチ �
未来の夢を追う子どもたちの今を描きます

連
日
の
練
習
に
汗
を
流
す
前
野
選
手

奈良インターハイ柔道女子52㌔級第３位
和歌山国体柔道少年女子準優勝

日本一の
柔道選手を目指して

このコーナーでは、各分野で活躍する子どもたちを紹介します。
夢に向かって頑張る子どもたちを、ぜひ応援してください。

国分中央高校
スポーツ健康科３年

前野 彩
さやか

さん（18）

YELL

柔道を始めて10年。けがや
病気とうまく付き合いながら
努力してきましたね。お世話
になった先生方のご指導と
周囲の方々の支えや協力が
あって今の自分がある事を忘
れずにこれからもチャレンジ
してください。

母・智枝さん（51）

エール

広報きりしま  16

in
tr

o
d

u
c

tio
n



子
ど
も
に
だ
っ
て
、
不
満
が
あ
り

ま
す
。
大
人
に
ち
ゃ
ん
と
文
句
を

言
っ
て
、
ズ
ル
い
の
を
や
め
て
も

ら
お
う
。

ふ
ま
ん
が
あ
り
ま
す

ア
ネ
ッ
ト
・
モ
ル
ド
ヴ
ァ
　
著

コ
ー
ヒ
ー
豆
の
準
備
の
仕
方
、
さ

ま
ざ
ま
な
抽
出
器
具
の
習
得
方
法
、

バ
リ
ス
タ
の
華
麗
な
ラ
テ
ア
ー
ト

テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
を
丁
寧
に
解
説
。

Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

学
校
で
配
ら
れ
た｢

２
分
の
１
成

人
式
文
集
ノ
ー
ト｣

。一
体
、
何
を

書
い
た
ら
い
い
の
？
小
学
４
年
生

の
女
の
子
・
ユ
メ
の
物
語
。

井
上 

林
子
　
著

ヨ
シ
タ
ケ 

シ
ン
ス
ケ
　
作
・
絵

空
の
一
族
。
気
象
を
予
知
す
る
能

力
を
受
け
継
ぐ
者
た
ち
。
彼
ら
は

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
…
。
軽
や
か

で
切
な
い
、
知
的
エ
ン
タ
テ
イ
ン

メ
ン
ト
。

川
端 

裕
人
　
著

天
空
の
約
束

２
分
の
１
成
人
式

新

紹

介

刊

イベント名 日　　時［対　象］ 場　　所
ほるとの森おはなし会 11月28日（土）、12月12日（土）・26日（土）14：00 ～ 14：30

国分図書館
幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） 12月 5日（土）10：30 ～ 11：30

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） 12月 7日（月）10：30 ～ 11：00

おはなしの部屋
12月 4日（金）11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
12月 3日（木）16：00 ～ 16：30［幼児］
11月15日（日）、12月20日（日）11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］ 隼人図書館

語りの部屋（語りの会あもり） 12月13日（日）11：00 ～ 11：40

おはなしの時間（紙ふうせん） 11月16日（月）、12月21日（月）15：30 ～ 16：30 霧島図書室

おはなし広場 11月28日（土）10：00 ～ 11：00 福山図書室

運
命
の
花
び
ら 

上･

下
／
森
村
誠
一

ウ
ォ
ー
ク･

イ
ン･

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
／
綿
矢
り
さ

メ
ビ
ウ
ス
の
守
護
者
／
川
瀬
七
緒

ヨ
イ
豊
／
梶
よ
う
子

墓
標
な
き
街
／
逢
坂
剛

義
貞
の
旗
／
安
部
龍
太
郎

わ
が
心
の
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
／
浅
田
次
郎

あ
こ
が
れ
／
川
上
美
映
子

わ
か
れ
／
瀬
戸
内
寂
聴

ギ
ブ･

ミ
ー･

ア･

チ
ャ
ン
ス
／
荻
原
浩

缶
詰
で 

男
の
も
っ
と
え
え
加
減
料
理
／
石
蔵
文
信

ザ
ク
ザ
ク
焼
き
菓
子
レ
シ
ピ
／
真
藤
舞
衣
子

サ
ッ
カ
ー
選
手 

走
れ
！ 

み
ら
い
の
エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
／
吉
野
万
理
子

つ
く
し
ち
ゃ
ん
と
す
ぎ
な
さ
ん
／
ま
は
ら
三
桃

も
う 

ぬ
げ
な
い
／
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ

い
ろ
と
り
ど
り
／
マ
ー
カ
ス･

フ
ィ
ス
タ
ー

霧島市立図書館に
おいでください。

国分図書館／☎（64）0918
隼人図書館／☎（43）7574
溝辺図書室／☎（58）3191
横川図書室／☎（72）1596
牧園図書室／☎（78）3349
霧島図書室／☎（57）0316
福山図書室／☎（56）2026

霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

霧島図書室
「おはなし王国inきりしま」

◦日時＝11月28日（土）午前10時～ 11時30分
◦場所＝霧島公民館
◦�内容＝ブラックシアター、おはなし会、年賀状

制作ほか。
�問＝霧島図書室  ☎（57）0316

隼人図書館
「隼人おはなし王国」

◦日時＝11月29日（日）午前10時～午後２時
◦場所＝隼人農村環境改善センター・隼人公民館
◦�内容＝おはなし会、かがくあそび、工作ほか。
�問＝隼人図書館  ☎（43）7574

牧園図書室
「おはなし王国inまきぞの」

◦日時＝12月12日（土）午後１時30分～３時
◦場所＝牧園農村活性化センター
◦�内容＝地区内学校図書室職員・霧島高校生徒な

どによる読み聞かせ、大型絵本、しおり作りなど。
�問＝教育委員会牧園出張所  ☎（76）2714
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◎横川町中ノ

大
おお

隣
となり

美由紀さん（38）

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

�

今
も
台
所
に
立
つ
私
の
横

に
は
義
母
が
い
て
、
見

守
っ
て
く
れ
て
い
る
気
が
し
ま

す
」。
そ
う
話
す
の
は
横
川
町
に

住
む
大お

お

隣と
な
り

美
由
紀
さ
ん
（
38
）。

今
年
７
月
に
亡
く
な
っ
た
義
母
・

み
ゆ
き
さ
ん
に
料
理
を
教
わ
っ
た

思
い
出
を
振
り
返
り
ま
す
。

大
隣
さ
ん
は
夫
・
光
司
さ
ん
と

子
ど
も
３
人
の
５
人
家
族
。
結
婚

す
る
ま
で
料
理
が
苦
手
だ
っ
た
と

い
う
大
隣
さ
ん
は
、
南
九
州
市
か

ら
泊
り
が
け
で
よ
く
家
に
遊
び
に

来
て
い
た
義
母
に
料
理
を
教
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
た
く
さ
ん
作
っ
て
は
近
所
に

お
裾
分
け
を
し
て
、
誰
か
ら
も
慕

わ
れ
て
い
た
義
母
。
私
も
そ
ん
な

母
親
に
な
り
た
い
と
思
い
教
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
義
母
は
人

懐
っ
こ
く
て
笑
顔
が
す
て
き
な
人
。

料
理
の
基
礎
や
昔
な
が
ら
の
工
夫

な
ど
、
隣
で
実
践
し
て
み
せ
な
が

ら
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
」

た
く
さ
ん
教
わ
っ
た
中
で
も
家

族
み
ん
な
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
が
、

圧
力
鍋
で
骨
が
ト
ロ
ト
ロ
に
な
る

ま
で
煮
込
ん
だ
「
豚
の
軟
骨
煮
」

で
す
。
大
隣
家
の
味
は
、
義
母
の

こ
だ
わ
り
で
焼
酎
と
み
そ
が
隠
し

味
の
コ
ク
が
効
い
た
一
品
。
調
理

中
の
“
ピ
ー
ッ
”
と
い
う
蒸
気
音

が
怖
い
と
思
っ
て
避
け
て
い
た
圧

力
鍋
も
、
義
母
が
便
利
だ
か
ら
と

い
っ
て
買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
苦

手
だ
っ
た
料
理
の
幅
も
広
が
り
今

で
は
家
族
が
『
お
い
し
い
、
お
か

わ
り
』
と
言
っ
て
く
れ
て
、
本
当

に
義
母
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

目
を
細
め
ま
す
。

そ
ん
な
生
活
も
、
義
母
が
難
病

を
発
症
し
、
闘
病
の
か
い
な
く
亡

く
な
っ
た
こ
と
で
終
わ
り
を
告
げ

ま
す
。
大
隣
さ
ん
は
使
い
込
ま
れ

た
圧
力
鍋
を
眺
め
「
義
母
と
一
緒

に
台
所
に
立
て
な
く
な
り
、
私
が

受
け
継
い
だ
味
が
か
け
が
え
の
な

い
も
の
だ
っ
た
と
気
付
き
ま
し
た
。

そ
の
味
は
今
、
義
母
を
失
っ
た
家

族
の
悲
し
み
を
少
し
ず
つ
癒
や
し

て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
目
を
潤
ま

せ
ま
す
。

じ
っ
く
り
と
味
が
染
み
た
義
母

譲
り
の
「
豚
の
軟
骨
煮
」。
味
わ

う
た
び
、
義
母
・
み
ゆ
き
さ
ん
の

面
影
は
大
隣
家
の
記
憶
に
染
み
て

い
き
ま
す
。

義母の面影と共に「豚の軟骨煮」

〈材　料〉（５人前）
	 �豚軟骨肉300g、ダイコン1/2本、こんにゃく１袋、白だし1/2カッ

プ、砂糖（三温糖）大さじ３、濃い口しょうゆ大さじ２、芋焼酎
1/2カップ、みりん大さじ２、ショウガ１かけ、みそ大さじ1

	 ※好みで厚揚げやゴボウなどの根菜を入れてもおいしい。
〈作り方〉	 ① ��豚軟骨肉は、千切りにしたしょうが、肉が浸るぐらいの水と一緒

に圧力鍋に30分かける。
	 ② �ダイコンは輪切りで面取りして、こんにゃくと一緒に箸がすっと

通るまで下ゆでしておく。その間、ゆで卵を作っておく。
	 ③ �①はあくを取り、肉が浸るぐらいに水を足し、②とほかの材料

を鍋に加え、弱火で20 ～30分煮る。

FMきりしま

（周波数：76.9MHz）で、

この「思い出の味」を

鹿児島弁で紹介します。

◦放送日時＝11月19
日（木）午後

３時30分～
、

　（再放送
）11月20日

（金）午前
10時30分

～

◦コーナー名＝「Junjun
と堀ちゃん

の

　かごっま
弁で語いも

んそぉ」

豚
の
軟
骨
煮

広報きりしま  18
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「育児に頑張るママは『私がしっかりしなきゃ』と気負い
すぎて一人で悩みがち。思い切って外の世界に目を向ける
と、解決するヒントに出会えますよ」と笑顔で話すのは山
元由

ゆ

華
か

さん（27）。夫・健一さん（32）と4人の子どもと国
分の市営住宅で暮らし、コンビニでパート勤めをしながら
子育てを楽しんでいます。
「仕事柄人と触れ合う機会が多く、人と会話を交わすこ

とが一番の息抜き。育児スイッチを切り替えられる時間で、
社会とのつながりや人の優しさを感じると気も楽になりま
す。仕事で得た活力も育児にプラスになっていますね」と
ほほ笑みます。

団地や職場のママ友、声を交わすようになったお客さん
とも情報交換をよくするという山元さん。「先輩ママから
聞く保育園や子育て情報はとても参考になります。コア・
よかにあるキッズパークの一時預かりなどのサービスも知
りました。自分も進んで後輩ママの相談に乗っています。
同じママ同士、みんな育児の相談相手がいると心強いはず

です。気後れする人も勇気を出して話し掛けてみて」とエー
ルを送ります。

育児に悩んだときは、すこやか保健センターや子育て支
援センターなどに相談したという山元さん。「不安だった
私の相談に親身に応じてくれて、本当に助かりました。豊
富な経験や知識を持つ保健師さんたちは初心者ママたちの
大きな味方。きっと皆さんの悩みも解決してくれますよ」
と話します。

霧島市の子育て環境について「幼児
期までの育児ノウハウや制度・手続き
が見やすく載っている、市のホーム
ページや子育てガイドブックも活用し
ています。霧島市は保育園などの託児
施設や子育てを支える制度が充実して
いますね」と気に入っている様子の山
元さん。これからもこのまちで、育児
ライフを満喫します。

若者の若者による、若者ためのコーナー

私のオススメ（まちで出会ったおしゃれな若者にお勧めスポットを聞きました）

このまちで育児ライフを満喫

パパ・ママ・りょうが・りんな
[霧島のお勧めスポット] 
牧園町のまほろばの里です。
陶芸体験にハマってます。

ゆうと・みか
[霧島のお勧めスポット] 

丸岡公園。東屋や広い芝生で
のんびりデートにぴったりです。

こうへい・るみ
[霧島のお勧めスポット] 
丸尾滝。温泉で変色した

珍しい滝を間近で見られます。

こうだい・あきこ・ゆうと・のぞみ
[霧島のお勧めスポット] 

遊具が充実している城山公園。
まちを一望できる景色も最高。

まーくん・さおりん
[霧島のお勧めスポット] 

隼人町のおしゃれな「梅乃屋」。
オムライスプレートが絶品です。

�
今回のナビゲーターは、3人の育児に奮闘中のママ、山口美保さん（31）です。
霧島市には子育てを頑張っているママやパパがたくさんいます。今回は、育児でも仕事でも笑顔が絶えない山元由

ゆ
華
か
さ

んを紹介します。

近くの公園で遊ぶ（左から）藍
あい

愛
ね

ちゃん（6）、梓
あず

紗
さ

ちゃん（3）、
杏
あん

莉
り

ちゃん（2）、紅
あか

梨
り

ちゃん（8か月）と山元さん。

山元 由華さん（27）
垂水市出身。５人兄妹
のにぎやかな家庭で育
つ。お客さんからも笑
顔がすてきと評判。

「ぐんぐんの木」は
育児の手引き
市の子育てガイドブックとホーム
ページ「ぐんぐんの木」では妊娠・
出産、子育てに関係する支援事
業、相談窓口、保育園・幼稚園な
どの支援情報などを紹介していま

す。ガイドブックは母子健康手帳交付時や子育て支援
センター、子育て支援課などで配布しています。市ホー
ムページからもダウンロードできます。
問＝子育て支援課  ☎（64）0991

霧島市 子育て 検索
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霧島に生きる

写
真
を
撮
る
そ
の
瞬
間
は
、一
期
一
会
で
す
」。

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
手
に
、
写
真
へ
の
思

い
を
話
す
の
は
写
真
家
の
中
村
イ
サ
ム
さ
ん（
60
）。

白
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
な
サ
ロ
ン
に
は
、
中
村
さ

ん
の
撮
影
し
た
作
品
が
並
び
ま
す
。

生
ま
れ
は
指
宿
市
。
陸
上
の
ハ
ー
ド
ル
で
、
中
学

生
で
は
全
国
４
位
、
高
校
生
の
と
き
は
３
年
続
け
て

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
る
ほ
ど
の
実
力
者
で
し
た
。「
瞬

時
に
見
極
め
、
何
千
分
の
１
の
瞬
間
で
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
る
。
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
せ
、
動
体
視
力
と
予
測

す
る
力
で
勝
負
す
る
の
は
陸
上
も
写
真
も
同
じ
で

す
」。
そ
う
話
す
中
村
さ
ん
が
写
真
家
の
道
を
選
ぶ

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
日
本
を
代
表
す
る
写
真
家
で

あ
る
中
村
正
也
さ
ん
の
作
品
と
の
出
会
い
で
す
。

「
中
村
正
也
さ
ん
が
撮
影
し
た
、
人
を
光
と
影
で

表
現
し
た
作
品
を
見
て
、
写
真
は
こ
ん
な
に
も
面
白

い
の
か
と
思
い
、
写
真
の
専
門
学
校
に
入
り
ま
し
た
。

写
真
は
、
世
界
の
歴
史
に
残
る
多
く
の
写
真
家
が
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
写
し
出
し
て
い
ま
す
。
学

生
の
頃
は
、“
時
代
を
築
く
写
真
と
は
何
か
”
と
い

う
課
題
を
探
求
し
、
写
真
発
祥
の
時
代
か
ら
近
代
ま

で
の
歴
史
や
撮
り
方
を
ひ
も
と
い
て
い
き
ま
し
た
。

結
果
そ
の
当
時
か
ら
、
今
な
お
私
の
中
で
の
テ
ー
マ

と
し
て
い
る
の
が
、
光
と
影
、
月
と
太
陽
、
陰
と
陽
、

そ
し
て
対
極
で
あ
る
わ
び
と
さ
び
で
す
」

専
門
学
校
卒
業
後
、
神
戸
に
あ
る
デ
パ
ー
ト
の
宣

伝
・
広
告
部
門
で
働
き
ま
す
。
そ
こ
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
や
料
理
、
商
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
撮
影
を
手
掛
け
、

研
さ
ん
を
積
ん
だ
中
村
さ
ん
は
「
写
真
は
、
そ
の
も

の
を
理
解
し
な
い
と
撮
れ
ま
せ
ん
。
ポ
ー
ト
レ
ー
ト

写
真
な
ど
は
被
写
体
の
人
物
を
借
り
て
、
そ
こ
に
撮

広報きりしま  20
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影
者
で
あ
る
私
自
身
の
感
性
が
表
れ
い
て
い
な
い
と

完
成
さ
れ
た
写
真
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ハ
ス
の

花
が
な
ぜ
き
れ
い
な
の
か
。
そ
れ
は
、
肥ひ

沃よ
く

な
泥
が

深
い
ほ
ど
き
れ
い
に
花
を
咲
か
せ
、
す
て
き
な
匂
い

が
し
ま
す
。
人
間
も
表
面
の
部
分
と
、
内
側
の
部
分

が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
光
と
影
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

が
私
の
テ
ー
マ
で
す
」
と
撮
影
へ
の
こ
だ
わ
り
を
話

し
ま
す
。

20
代
後
半
で
鹿
児
島
に
帰
っ
た
後
は
、
専
門
学
校

で
の
講
師
、
企
業
の
広
告
用
写
真
、
鹿
児
島
県
の
観

光
冊
子
、
行
政
要
覧
、
国
会
議
員
の
選
挙
用
写
真
な

ど
、
多
岐
に
渡
り
活
躍
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

現
在
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）・

Ｍ
Ｈ
Ｉ
（
三
菱
重
工
業
）
の
広
報
宣
伝
の
カ
メ
ラ
マ

ン
と
し
て
ロ
ケ
ッ
ト
の
組
み
立
て
や
大
掛
か
り
な
移

送
の
様
子
、
打
ち
上
げ
の
撮
影
も
行
い
ま
す
。
中
村

さ
ん
は
「
11
月
24
日
に
打
ち
上
げ
予
定
の
衛
星
を
、

エ
ア
バ
ス
で
運
ば
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
種
子
島
の
ロ

ケ
ッ
ト
基
地
で
の
組
み
立
て
ま
で
追
跡
撮
影
し
て
い

ま
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
打
ち
上
げ
の
場
面
の
み
が
連

中村 イサムさん（60）
入会の審査や基準が厳しい日本広告写真家協会（APA）に20代で当時最年少の20
代で加入。県内企業や、自治体などの広告・広報写真を撮影。現在はＪＡＸＡや三
菱重工の専任カメラマンとして大掛かりな移送の様子や、打ち上げ当日の広報用写
真撮影を手掛ける。国分在住。

想
さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
に
至
る
に
は
多
く
の
過
程
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
写
真
に
残
す
こ
と
で
、
撮
影
さ

れ
た
写
真
は
い
つ
か
そ
の
時
代
を
表
し
ま
す
」
と
ロ

ケ
ッ
ト
を
撮
影
す
る
思
い
を
話
し
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

歴
史
を
刻
み
時
代
を
切
り
取
る
プ
ロ
の
写
真
家
と
し

て
の
神
髄
が
あ
り
ま
す
。

20
代
か
ら
写
真
を
始
め
、
も
う
す
ぐ
40
年
近
く
写

真
を
撮
り
続
け
て
き
た
中
村
さ
ん
は
「
長
い
写
真
人

生
の
中
で
、
若
い
頃
と
は
撮
影
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
常
に
写
真
の
撮
り
方
を
追
求
し
、
自
分

の
中
で
消
化
し
て
い
く
こ
と
が
そ
の
変
化
を
生
み
ま

す
。
時
代
を
築
く
写
真
は
、
写
真
を
通
し
て
撮
影
者

が
伝
え
る
思
い
が
そ
の
先
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
人

生
の
中
で
自
分
自
身
が
積
み
重
ね
て
き
た
器
量
で
し

か
撮
影
で
き
ま
せ
ん
」
と
時
代
を
切
り
取
っ
て
き
た

眼
差
し
に
力
を
込
め
ま
す
。

「
自
分
の
写
真
は
ま
だ
完
結
し
て
い
ま
せ
ん
。
自

分
の
目
が
見
え
る
う
ち
は
写
真
を
撮
り
続
け
た
い
。

そ
れ
が
自
分
の
生
き
た
証
し
に
な
る
か
ら
」

そ
う
話
す
中
村
さ
ん
の
眼
光
は
、
こ
れ
か
ら
も
自

身
の
テ
ー
マ
を
追
い
求
め
、
時
代
を
刻
む
瞬
間
を
捉

え
続
け
ま
す
。

変わり行く時代の
一瞬を切り取る

平成25年に打ち上げられたＨⅡＢ３号機
（中村さん撮影）
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で
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
ほ
か
の
建
築
物
に

は
見
ら
れ
な
い
非
常
に
貴
重
な
彫
刻
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
霧
島
神
宮
は
ほ
か
の
神
社

に
は
見
ら
れ
な
い
彫
刻
や
前
回
紹
介
し
ま
し

た
「
二
十
四
孝
」
の
壁
画
な
ど
江
戸
時
代
中

期
の
装
飾
様
式
、
龍
柱
を
象
徴
す
る
よ
う
な

南
方
系
（
琉
球
・
中
国
）
の
影
響
を
受
け
た

造
り
と
な
っ
て
お
り
、
霧
島
神
宮
は
極
め
て

貴
重
な
※

社
殿
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
文
責
＝
鈴
）

理
由
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
非
常

に
興
味
深
い
こ
と
で
す
。

本
殿
龍
柱
と
そ
の
影
響

霧
島
神
宮
の
社
殿
装
飾
の
最
大
の
特
徴
は
、

本
殿
正
面
に
あ
り
ま
す
向こ

う

拝は
い

を
支
え
て
い
る

二
本
の
柱
（
向
拝
柱
）
に
巻
き
付
く
よ
う
に

彫
ら
れ
た
龍
柱
の
存
在
で
す
。
こ
の
龍
柱
は

一
本
の
木
を
丸
彫
り
し
て
お
り
、
阿あ

吽う
ん

の
龍

が
向
き
合
う
よ
う
に
配
し
て
い
ま
す
。
彫
り

物
の
大
き
さ
や
構
図
、
豊
か
な
色
彩
が
一
体

と
な
っ
た
迫
力
は
、
神
宮
本
殿
を
荘
厳
な
趣

き
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
龍
柱
を
持
つ
神
社
は
、

関
東
地
方
を
含
む
東
日
本
に
一
部
見
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
ら
の
社
殿
の
造
営
は
い
ず
れ

も
江
戸
時
代
中
期
の
も
の
で
す
。

一
方
、
九
州
地
方
で
は
霧
島
神
宮
周
辺

の
霧
島
東
神
社
（
一
八
四
八
年
）、
東
霧
島

神
社
（
一
八
四
九
年
）、
鹿
児
島
神
宮
（
一

七
五
六
年
）、
蒲
生
八
幡
神
社
（
一
七
八
四

年
）、
や
や
離
れ
た
宮
崎
県
高
千
穂
の
黒
石

神
社
（
一
七
九
三
年
）
に
見
ら
れ
る
だ
け
で

す
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
社
殿
の
造
営
年
代

は
霧
島
神
宮
よ
り
新
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
霧
島
神
宮
本
殿
の
龍
柱
様
式
が
周
辺

の
神
社
建
築
に
深
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

独
創
的
な
造
形
彫
刻

神
宮
本
殿
の
彫
刻
の
中
で
、
も
う
一
つ
注

目
さ
れ
る
彫
刻
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
龍

柱
の
上
部
に
あ
る
通
称
「
手た

挟ば
さ
み」

と
呼
ば
れ

る
部
材
で
す
。
霧
島
神
宮
で
は「
立
花
図（
牡

丹
の
花
）」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
具
象
的
な

立
体
彫
刻
を
施
し
て
お
り
、
極
め
て
独
創
的

る
。

私
た
ち
は
普
段
、
神
社
を
訪
れ
、
社
殿
を

何
気
な
く
見
て
い
ま
す
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は

彩
色
の
あ
る
神
社
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
伊
勢
神
宮
や
人
吉

市
の
青あ

お

井い

阿あ

蘇そ

神じ
ん

社じ
ゃ

、
霧
島
市
内
で
は
和
気

神
社
な
ど
彩
色
の
な
い
神
社
も
多
く
あ
り
ま

す
。ま

た
、前
述
し
ま
し
た
「
霧
島
六
社
権
現
」

で
は
、
霧
島
神
宮
と
霧
島
東
神
社
に
は
彩
色

が
あ
り
ま
す
が
、
狭さ

野の

神
社
、
霧
島
岑み

ね

神
社
、

東つ
ま

霧
島
神
社
は
彩
色
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

今
年
は
、
霧
島
神
宮
が
正

し
ょ
う

徳と
く

五
（
一
七
一

五
）
年
に
現
在
の
地
に
造
営
さ
れ
て
か
ら
三

〇
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
霧
島
神

宮
の
由
来
や
造
営
の
経
緯
、社
殿
の
構
造（
配

置
）
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
は
霧
島
神
宮
の
社
殿
（
本
殿
）
の
装
飾
・

彩
色
・
彫
刻
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

色
彩
を
施
し
た
理わ

由け

霧
島
神
宮
の
社
殿
は
、
正
面
の
勅

ち
ょ
く

使し

殿で
ん

か

ら
登

の
ぼ
り

廊ろ
う

下か

、
拝は

い

殿で
ん

、
幣へ

い

殿で
ん

、
そ
し
て
本
殿
へ

と
直
線
状
に
配
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登
廊

下
の
途
中
か
ら
西
側
に
延
び
た
廊
下
の
先
に

神し
ん

饌せ
ん

所じ
ょ

が
あ
り
、
社
殿
全
体
は
赤（
朱
）を
基

調
に
彩
色
を
五ご

色し
き

豊
か
に
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

①
華
や
か
な
趣お

も
むき
を
醸か

も

し
出
し
て
い
る
。

②�

古
来
、
朱
色
は
紫
に
次
ぐ
官
位
色
で
、
一

般
人
が
使
用
で
き
な
い
色
で
あ
っ
た
。

③
朱
色
は
魔
除
け
や
厄
除
け
の
色
で
あ
っ
た
。

④�

当
地
域
は
神
社
名
か
ら
で
も
分
か
る
よ
う

に
霧
が
多
く
発
生
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

湿
気
や
結
露
が
木
造
の
建
物
に
と
っ
て
は

悪
い
環
境
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
漆
や
顔
料

な
ど
で
部
材
の
保
護
や
劣
化
を
防
い
で
い

※
平
成
元
年
五
月
に
国
指
定
重
要
文
化
財（
建
造
物
）と
な
っ
た
。

造
営
三
百
年 

霧
島
神
宮 

そ
の
❸

←

本殿向拝　立花図彫刻（牡丹）

本殿向拝　龍柱

３※
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Cable TV

湧き出した温泉の成
分が堆積し、ドーム
状になっています。

龍馬が実際に入った
といわれる湯が現在
も残っています。

湯はほんのり鉄のよ
うな香りがします。

川沿いの足湯につか
りながら、野鳥のさ
えずりや川のせせら
ぎに耳を傾けてみて
ください。

23  Kirishima City Public Relations, 2015.11, Vol.220, Japan

体験の様子を
ケーブル

テレビで放送し
ます。

霧 島の山麓の渓谷には、酸性の温
泉が多くを占める山岳地域とは

異なり、中性～弱アルカリ性の炭酸水
素塩泉が目立ちます。この周辺の温泉
は古くから切り傷によく効くと言われ
ており、塩浸温泉には幕末に京都で傷
を負った坂本龍馬が妻のお龍と共に湯

治で訪れました。
　これらの温泉をもたらしている渓谷
は、巨大な噴火の繰り返しによってで
きた平らな大地が、天降川の水流で深
く削り込まれたものです。その曲がり
くねった流路は周辺を複雑に走るたく
さんの断層に沿っており、それらの断

層は温泉の通り道としても大きな役割
を果たしています。
　霧島市にはほかにも霧島神宮温泉郷
や日当山温泉郷などの温泉地がありま
す。標高によって泉質や雰囲気が異な
る霧島は、湯巡りにぴったりの場所だ
といえるでしょう。

ジオパークとは、大地（ジオ）と人のつながりを見つめ直す公園のことです。
このシリーズでは、そんな霧島ジオパークのいろいろな楽しみ方をご紹介します。

Enjoy Geopark World!

市内でも歴史の古い安楽温泉郷。1142年に和歌山の熊野から
ご神体が運ばれたこの地で温泉が湧いたと伝えられています。

坂本龍馬が湯治で訪れた塩浸温泉。中には
龍馬資料館や立ち寄り温泉のほか、無料の
足湯もあります。

橋の上から見た妙見温泉郷。川の両岸に温泉旅館が立ち並び
ます。

～楽しもう★ジオパーク！～●❼

ジオの恵
み！

霧島の温
泉②

「山麓の
渓谷に

湧く温泉
」

シリーズ第７弾では、

西島昭治さんに「霧

島山麓の渓谷に湧く

温泉」について紹介し

ていただきます。

◦�放 送 日 時 ＝11月18日（水）～ 
20日（金）、25日（水）～27日（金）
午前３時～、９時～、正午～、
午後４時～、８時～、11時～
◦�番組名＝南九州ケーブルテレ

ビ「情報マルシェ」

こちらの２次元コード
からも視聴できます

じもテレ  霧島 検索

山麓にも
魅力的な温泉が

たくさんありますよ。

（霧島ジオ
パークユニ

バーサルデ
ザ

インフォーラ
ム代表・霧

島ジオガイ

ド）。「誰で
も楽しめる

ジオパーク
」

をモットーに
、主に車イ

スで巡れる

ツアーコー
スを企画し

ています。

西
にし

島
じま

 昭
あき

治
はる

さん

●❶

●❷ ●❸

塩浸温泉龍馬公園

安楽温泉郷 妙見温泉郷
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お
知
ら
せ

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

・�
11
月
27
日（
金
）／
本
会
議
初
日

（
開
会
、議
案
上
程
、提
案
説
明
）

・�

12
月
２
日（
水
）／
本
会
議（
正
・

副
議
長
選
挙
）

・�

12
月
７
日（
月
）／
本
会
議
（
質

疑
、
議
案
処
理
、
一
般
質
問
）

・�

12
月
９
日（
水
）・
10
日（
木
）／

本
会
議
（
一
般
質
問
）

・�

12
月
25
日（
金
）本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、
採
決
、
閉
会
）

※�

全
て
午
前
10
時
開
会
。日
程
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

中
継
放
映
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
生
放
送
さ
れ
ま
す
。

◎�

�問
＝
議
会
事
務
局
☎（
64
）０
９

２
２

防
災
行
政
無
線
の

全
国
一
斉
自
動
試
験
放
送

緊
急
地
震
速
報
や
大
津
波
警
報

な
ど
切
迫
し
た
事
態
が
発
生
し
た

と
き
に
、
国
か
ら
住
民
に
自
動
的

に
緊
急
情
報
を
伝
達
す
る
「
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）の
試
験
放
送
が
行
わ
れ
ま

す
。

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど
か
ら
音
声
が
流
れ
ま
す
が
、

試
験
放
送
で
す
の
で
特
別
な
対
応

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝
�

放
送
日
時
＝
11
月
25
日（
水
）午

前
11
時
ご
ろ

◎�

�問
＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）０
９

９
７
、
隼
人
地
域
振
興
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課

霧
島
神
宮
ほ
ぜ
祭
り

踊
り
連
、
子
ど
も
み
こ
し
、
霧

島
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
、
郷
土

芸
能
披
露
の
ほ
か
、
特
産
品
販
売
、

甘
酒
や
ぽ
ん
菓
子
、
ね
っ
た
ぼ
の

振
る
舞
い
を
行
い
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
23
日（
月
・
祝
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
霧
島
神
宮
、
緑
の
村
。

◎�

�問
＝
霧
島
総
合
支
所
地
域
振
興

課
☎（
57
）１
１
１
２

10
月
８
日
か
ら
県
の

最
低
賃
金
が
６
９
４
円
に

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
次
の
産
業
に

つ
い
て
は
、
各
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

・�

電
子
部
品
、
デ
バ
イ
ス
、
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業
。

・�

百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
。

・�

自
動
車（
新
車
）、
小
売
業
。

◎�

�問
＝
最
低
賃
金
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
☎
０
９
９（
２
２
３
）８
８

８
１

介
護
保
険
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ポ
イ
ン
ト
研
修
会

高
齢
者
の
社
会
参
加
と
介
護
予

防
や
健
康
維
持
を
目
的
に
、
市
で

は
介
護
保
険
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ

イ
ン
ト
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
と
介
護
保

険
料
の
負
担
軽
減
経
費
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
帳
の
提

示
で
市
内
の
協
賛
店
舗
の
割
引
な

ど
の
優
遇
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

⃝
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
65
歳
以
上

の
人

⃝
�

参
加
条
件
＝
登
録
し
て
年
１
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
を
受
講

す
る
こ
と
。

⃝
�

活
動
場
所
＝
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
高
齢
者
関
連
施

設
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

幼
稚
園
な
ど
の
幼
児
・
児
童
関

連
施
設
。

⃝
�

研
修
会
期
日
／
場
所
＝
12
月
４

日（
金
）／
溝
辺
総
合
支
所
第
１・

第
２
会
議
室
、
２
月
５
日（
金
）

／
国
分
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室
。

⃝
�

時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時
10
分

（
受
付
＝
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
参
加
希
望
の
研
修

会
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

※�

研
修
会
当
日
は
、
新
規
登
録
の

受
け
付
け
も
行
い
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
長
寿
・
障
害
福
祉
課 

☎（
64
）０
９
９
５

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
警
戒
を

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
こ
の
季
節
に
増
え
る
渡
り
鳥

な
ど
の
野
鳥
に
よ
っ
て
国
内
に
持

ち
込
ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
衣

服
や
車
な
ど
に
付
着
し
て
運
ば
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・�

同
じ
場
所
で
多
く
の
野
鳥
が
死

亡
し
て
い
た
ら
至
急
、（
林
務

水
産
課
☎
64
－
０
９
３
８
）に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

鶏
や
鳥
を
飼
育
し
て
い
る
人
は

次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
飼
養

し
て
く
だ
さ
い
。

・�

小
屋
に
金
網
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
を

張
り
、
隙
間
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・�

餌
や
水
は
小
屋
の
中
に
置
き
、

餌
が
小
屋
の
外
に
散
乱
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

小
屋
の
そ
ば
に
野
鳥
や
野
生
動

物
が
好
む
実
の
な
る
樹
木
を
植

え
る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

※�

原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
鶏

な
ど
が
連
続
し
て
死
ん
で
し

ま
っ
た
場
合
は
、
そ
の
鶏
に
素

手
で
触
っ
た
り
土
に
埋
め
た
り

せ
ず
、
農
政
畜
産
課
か
姶
良
家

畜
保
健
衛
生
所（
☎
62
－
３
０

７
０
）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
農
政
畜
産
課
☎（
64
）０
９

１
０

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
に

夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す

県
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）

や
そ
の
患
者
に
正
し
く
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
11
月
16

日
～
12
月
15
日
を
鹿
児
島
レ
ッ
ド

リ
ボ
ン
月
間
に
定
め
て
い
ま
す
。

月
間
中
に
夜
間
検
査
を
実
施
し

ま
す
。
検
査
は
匿
名
・
無
料
で
行

振る舞い餅に歓声が上がる昨年の様子
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K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

＝提出先提

⃝
�

日
時
＝
11
月
29
日（
日
）午
後
２

時
30
分
か
ら
（
開
場
＝
午
後
２

時
）

⃝
�

入
場
料
＝
一
般
１
０
０
０
円
、

学
生
・
幼
児
（
３
歳
以
上
）
５

０
０
円
（
全
席
自
由
）。

⃝
�

出
演
＝
本も

と

藏く
ら

理
恵
（
ピ
ア
ノ
・

箏そ
う

）、
今
林
吹ふ

き

音ね（
バ
イ
オ
リ

ン
）、
和
田
梨
奈
（
フ
ル
ー
ト
）、

久
保
由
香
理
（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）、

久ひ
さ

野の

真
理
香
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

松
田
慶け

い

城じ
ょ
う（

薩
摩
琵
琶
）。

■�

ウ
ィ
ー
ン
＝
ベ
ル
リ
ン
ブ
ラ
ス
・

ク
イ
ン
テ
ッ
ト
公
演

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
＆
ウ
ィ
ー

ン
・
フ
ィ
ル
世
界
最
高
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
ト
ッ
プ
奏
者
５
人
に
よ

る
夢
の
競
演
で
す
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
20
日（
日
）午
後
３

時
か
ら
（
開
場
＝
午
後
２
時
30

分
）

⃝
�

入
場
料
＝
一
般
４
５
０
０
円
、

学
生
２
５
０
０
円（
全
席
指
定
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
。

◎�

�問
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
☎（
78
）

８
０
０
０

裁
判
員
候
補
者
・

検
察
審
査
員
候
補
者
に

選
ば
れ
た
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙

わ
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
配

慮
し
個
室
対
応
と
な
り
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
３
日（
木
）午
後
５

時
～
７
時

⃝
�

場
所
＝
姶
良
保
健
所（
隼
人
町

松
永
３
３
２
０
－
16
）

⃝
�

検
査
時
間
＝
１
時
間
程
度

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
で
前
日
ま
で

に
要
予
約

◎�

�問・�申
＝
姶
良
保
健
所
☎（
44
）

７
９
５
６

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

国
は
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

そ
の
期
間
中
、
国
分
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
１
階
で
北
朝
鮮
に
拉
致

さ
れ
た
疑
い
の
あ
る
特
定
失
踪
者

な
ど
の
写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し

ま
す
。
本
市
に
も
特
定
失
踪
者
の

家
族
が
い
ま
す
。
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認

識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

◎�

�問
＝
市
民
課
人
権
擁
護
推
進
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０
１

国
際
交
流
員
を
派
遣
し
ま
す

霧
島
市
に
は
３
人
（
ア
メ
リ
カ
、

中
国
、韓
国
）
の
国
際
交
流
員
（
Ｃ

Ｉ
Ｒ
）
が
い
ま
す
。

市
で
は
、
自
治
会
、
こ
ど
も
会

な
ど
各
種
団
体
が
実
施
す
る
会
議

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
国
際
交
流
員

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
交
流
員
は

日
本
語
で
母
国
の
文
化
や
習
慣
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に

国
際
交
流
を
楽
し
め
ま
す
。

派
遣
を
希
望
す
る
人
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�

�

問
＝
企
画
政
策
課
国
際
交
流
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

県
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

誰
で
も
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
体
験
で
き
ま
す
。（
参

加
無
料
）

⃝
�

日
時
＝
11
月
22
日（
日
）午
前
９

時
～
午
後
３
時
30
分
（
受
付
＝

午
前
８
時
30
分
）

⃝
�

場
所
＝
隼
人
運
動
場
、
隼
人
体

育
館
、
隼
人
武
道
館
、
隼
人
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
隼
人

工
業
高
校
の
ほ
か
姶
良
市
・
伊

佐
市
の
15
会
場
。

◎�

�問
＝
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
☎
０
９
９（
２
５
５
）０
２
２

５み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
情
報

■
霧
島
芸
術
の
森
を
巡
る
旅

市役所の国分庁舎は、業務や職員が集約され手狭と
なったことで市民の皆さまにご不便をお掛けしてきま
した。国分庁舎増築については平成26年２月に基本構想
を取りまとめ、議会の議決を受けて、今年10月から着工
しています。
増築庁舎は国分庁舎の北側駐車場に建設。鉄筋鉄骨
コンクリート造４階建て、延べ床面積約5,400平方㍍で、
事業費は約19億円（財源は合併特例債で約18億円）です。

平成29年３月に完成し、同年５月から利用を開始する予
定で、現在隼人庁舎にある教育委員会や国分庁舎の保
健福祉部、商工観光部、会議室などを配置する予定です。
隼人庁舎には市民サービスの窓口を残し、空きスペー
スは水道部の移転を中心に検討することとしています。
工事期間中はご迷惑をお掛けしますが、皆さまのご理
解とご協力をお願いします。

新庁舎完成予想図
７階

会議室 総務部・企画部 委員会室

建設部・工事契約検査課

レストラン

商工観光部・保健福祉部 農林水産部・農業委員会 議会事務局
教育部 総務部 議場・委員会室

建設部

安心安全課・監査・選管

保健福祉部 窓口関係 環境関係・会計

増築庁舎 行政棟 議会棟

３階

１階

８階

６階

４階

２階

国分庁舎増築、10月から着工

５階
増築部分
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K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
i

n
f

o
r

m
a

t
i

o
n

的
な
事
業
を
募
集
し
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

⃝
�

応
募
で
き
る
団
体
＝
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

市
民
グ
ル
ー
プ
。

⃝
�

対
象
事
業
＝
地
域
の
課
題
解
決

に
向
け
た
公
益
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
活
動

⃝
�

補
助
金
額
＝
対
象
経
費
の
３
分

の
２
以
内
で
50
万
円
を
上
限

（
継
続
事
業
の
場
合
は
、
補
助

率
が
異
な
り
ま
す
）

⃝
�

審
査
の
方
法
＝
書
類
審
査
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
。

⃝
�

申
込
方
法
＝
応
募
書
類
を
記
入

の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
。

⃝
�

募
集
期
間
＝
11
月
20
日（
金
）～

12
月
21
日（
月
）

※�

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
募
集
要

項（
共
生
協
働
推
進
課
、
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
に
設
置
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
共
生
協
働
推
進
課
☎

（
64
）０
９
８
８

た
ば
こ
の
煙
の
な
い
お
店
を

登
録
し
ま
せ
ん
か

県
は
全
面
禁
煙
に
取
り
組
む
飲

食
店
や
喫
茶
店
を
「
た
ば
こ
の
煙

の
な
い
お
店
」
と
し
て
登
録
し
、

※�

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

で
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
常
設

相
談
所
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

◎�

�問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島

支
局
☎（
45
）０
０
６
４

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
職
場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
そ
の
ほ
か
女

性
を
巡
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

⃝
�

相
談
電
話
番
号
＝
☎
０
５
７
０

（
０
７
０
）８
１
０

⃝
�

日
時
＝
11
月
16
日（
月
）～
22
日

（
日
）【
平
日
】
午
前
８
時
30
分

～
午
後
７
時
、【
土
日
】
午
前

10
時
～
午
後
５
時
。

◎�
�問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
☎
０
９
９（
２
５
９
）０

６
８
４

募
　
集

平
成
28
年
度
市
民
活
動
支
援

事
業
の
補
助
事
業
を
募
集

市
で
は
、
市
民
グ
ル
ー
プ
が
自

ら
企
画
・
提
案
・
実
施
す
る
公
益

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し

て
い
ま
す
。
受
動
喫
煙
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
る
飲
食
店
や
喫
茶
店

は
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

喫
煙
可
能
な
店
も
、
ぜ
ひ
受
動

喫
煙
防
止
の
取
り
組
み
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
姶
良
保
健
所
☎（
44
）

７
９
５
３

市
民
健
康
教
育
公
開
講
座

⃝
�

日
時
＝
12
月
12
日（
土
）午
前
10

時
～
11
時
【
講
演
】／
午
前
11

時
～
正
午
【
健
康
相
談
】

⃝
�

場
所
＝
市
立
医
師
会
医
療
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室

⃝
�

テ
ー
マ
＝
成
人
な
ら
誰
で
も
起

こ
り
う
る
病
気
「
心
筋
梗
塞
・

狭
心
症
」
に
つ
い
て

⃝
�

講
師
＝
寺
師
利
彦
さ
ん
（
循
環

器
内
科
医
師
）、
坂
口
右ゆ

う

己き

さ

ん
（
臨
床
放
射
線
技
師
）、
安

藤
夕
佳
さ
ん
（
慢
性
心
不
全
認

定
看
護
師
）。

⃝
�

参
加
費
＝
無
料

⃝
�

定
員
＝
先
着
70
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
で

⃝
�

申
込
期
限
＝
12
月
10
日（
木
）

◎�

�問・�申
＝
市
立
医
師
会
医
療
セ

ン
タ
ー
地
域
医
療
連
携
室
☎

（
42
）１
１
７
１

権
の
あ
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で

選
ば
れ
ま
す
。
今
年
度
の
候
補
者

に
選
ば
れ
た
人
に
は
、
11
月
中
旬

ご
ろ
に
「
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載

の
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝【
裁
判
員
】鹿
児
島
地
方
裁

判
所
刑
事
部
裁
判
員
係
☎
０
９

９（
２
２
２
）７
１
５
７
、【
検
察

審
査
員
】鹿
児
島
検
察
審
査
会

事
務
局
☎
０
９
９
（
８
０
８
）

３
７
１
９

隼
工
展

⃝
�

日
時
＝
11
月
20
日（
金
）～
23
日

（
月
・
祝
）午
前
10
時
～
午
後
４

時（
20
日
の
み
午
後
１
時
か
ら
）

⃝
�

場
所
＝
イ
オ
ン
隼
人
国
分
店
２

階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

※�

11
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
の
３

日
間
は
生
徒
が
製
作
し
た
イ
ン

テ
リ
ア
製
品
な
ど
の
展
示
、
合

わ
せ
て
ゲ
ー
ム
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

実
演
・
販
売
な
ど
も
行
い
ま
す
。

◎�

�問
＝
隼
人
工
業
高
校
【
黒
岩
】

☎（
42
）０
０
２
３

相
　
談

人
権
週
間
・
人
権
相
談

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」、

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
人

権
週
間
」
で
す
。
毎
月
人
権
相
談

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

⃝
�

テ
ー
マ
＝
「
み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀
～
考
え
よ
う
相
手

の
気
持
ち
、
育
て
よ
う
思
い
や

り
の
心
～
」

■
人
権
相
談

家
族
間
の
問
題
、
財
産
・
相
続

の
問
題
、
差
別
、
い
じ
め
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
相
談

に
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

（
相
談
無
料
）

⃝
�

相
談
日
／
場
所

・
12
月
１
日（
火
）溝
辺
総
合
支
所

・
12
月
２
日（
水
）福
山
公
民
館

・
12
月
15
日（
火
）隼
人
庁
舎

・�

12
月
17
日（
木
）市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

【
国
分
】�

漆う
る
し
木き

ミ
ヱ
、
山
下
佐
和

子
、
石
塚
義
人
、
柳
田
秀

徳
、
岩
﨑
明
、
池
田
裕
子
。

【
溝
辺
】
剥は

ぎ

岩い
わ

裕ゆ
た
か

【
横
川
】
立
山
謙
一

【
牧
園
】
古
川
正
利

【
霧
島
】
中
神
実

【
隼
人
】�	

下
玉
利
守
、居い

ざ

細い
く

工
學
、

井
上
嘉か

知ち

子こ

、福
丸
育
美
。

【
福
山
】
永
田
聖
子
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K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

サ
ン・あ
も
り
の
秋
ま
つ
り

さ
ん
さ
ん・サ
ン
デ
ー

サ
ン
・
あ
も
り
で
行
っ
て
い
る

空
手
・
フ
ラ
・
太
極
拳
・
バ
レ

エ
・
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
教
室
な

ど
の
舞
台
発
表
や
ク
ラ
フ
ト
作
品

の
展
示
・
販
売
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
子
ど
も
の
工
作
教
室
、
ハ
ン

ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ヘ
ッ
ド
ス
パ
体

験
な
ど
を
楽
し
め
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
29
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
４
時

⃝
�

入
場
＝
無
料

◎�

�問
＝
サ
ン・
あ
も
り
☎（
43
）３

３
７
３

市
民
囲
碁
大
会

⃝
�

日
時
＝
11
月
29
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
か
ら
（
受
付
＝
午
前

８
時
30
分
）

⃝
�

場
所
＝
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

⃝
�

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
人

⃝
�

参
加
費
＝
１
０
０
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
で

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
20
日
（
金
）

◎�

�問・�申
＝
市
国
分
老
人
囲
碁
同

好
会【
清
藤
】☎（
47
）４
３
２
１

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

主
催
講
座

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）０
９
１
９
、
〒
８
９
９

－
４
３
９
４
国
分
中
央
三
丁
目

45
－
１

サ
ン・あ
も
り
こ
ど
も
講
座

■
た
の
し
い
キ
ッ
ズ
・
フ
ラ

⃝
�

日
時
＝
12
月
８
日
～
２
月
16
日

（
全
て
火
曜
・
全
８
回
）
午
後

５
時
30
分
～
６
時
30
分

⃝
�

講
師
＝
上か

み

敷し
き

領り
ょ
う

磯
子
さ
ん
（
フ

ラ
ダ
ン
ス
講
師
）

⃝
�

対
象
＝
幼
児
～
小
学
生

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

受
講
料
＝
４
０
０
０
円

■
ち
び
っ
こ
・
ス
ト
レ
ッ
チ

⃝
�

日
時
＝
12
月
９
日
～
２
月
10
日

（
全
て
水
曜
・
全
６
回
）
午
後

５
時
30
分
～
６
時
30
分

⃝
�

講
師
＝
井
上
千
穂
さ
ん
（
日
本

３
Ｂ
体
操
協
会
指
導
者
）

⃝
�

対
象
＝
幼
児
～
小
学
校
低
学
年

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

受
講
料
＝
３
０
０
０
円

■
は
じ
め
て
の
楽
し
い
バ
レ
エ

⃝
�

日
時
＝
12
月
26
日（
土
）、
27
日

（
日
）午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分
。

⃝
�

講
師
＝
田
島
雛
代
さ
ん
（
ク
ラ

シ
ッ
ク
バ
レ
エ
講
師
）

⃝
�

対
象
＝
幼
児（
４
歳
）～
小
学
生

⃝
�

定
員
＝
先
着
15
人（
10
人
以
上

で
開
催
）

⃝
�

受
講
料
＝
１
０
０
０
円 

〔
以
下
共
通
〕

⃝
�

準
備
＝
タ
オ
ル
、
飲
み
物
。

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
か
電
話
で

⃝
�

受
付
＝
11
月
10
日（
火
）か
ら

講座
番号 講　座　名 期 日 時 間 場　　所 定員 申込期限

（必着）

302 スマホ・タブレット
活用基礎講座

12/ 8（火）
9（水）

9：30 ～
15：30 メディアセンター 20人 11/24（火）

1004 仕事に役立つワード
基礎講座（文書作成）

12/ 8（火）
9（水）

18：30 ～
20：30 メディアセンター 20人 11/24（火）

1206 パソコン出前講座
（溝辺地区） 12/11（金） 13：30 ～16：30 溝辺公民館 10人 11/27（金）

1207 パソコン出前講座
（牧園地区） 12/18（金） 13：30 ～

16：30
牧園農村活性化
センター 10人 12/ 4（金）

・申込方法＝往復はがき（１講座１枚）に講座番号、講座名、住所、氏名、電話番号を記入し郵送。
・受講決定＝はがきで通知（申し込み多数の場合は抽選）

国際交流員と交流しよう
コース名 内　　　容 日　　時 場　所 対象 受講料 申込期限

韓国語教室
国際交流員と韓国語で「～がしたい」と
いう表現を学び、年末年始の予定や計画
を話してみましょう。

12/10（木）
18：30 ～ 19：30

国分公民館
中研修室 市民 無料 12/ 8（火）

韓国
カルチャー体験

国際交流員と韓国らしい柄の紙と折り
紙を使って年賀状を作ってみませんか。

12/15（火）
14：00 ～ 16：00

国分公民館
調理講義室 市民 100円 12/10（木）

English Hour
自分に合ったレベルで国際交流員と英
語を学びませんか。
※参加は1人1つのレベルに限ります。

初級：12/14（月）
18：00 ～ 19：00
中級：12/14（月）
19：10 ～ 20：10
上級：12/21（月）
18：30 ～ 19：30

国分公民館
中会議室 市民 無料

初級：12/10（木）
中級：12/10（木）
上級：12/17（木）

英語で
ティータイム

国際交流員と英語を話しながらティー
タイムを過ごしませんか。
※参加は英語初級レベル以上の人に限
ります。

12/16（水）
14：30 ～ 15：30

国分公民館
調理講義室 市民 無料 12/14（月）

中国語教室
国際交流員とクリスマスやお正月に使
われるお祝いの言葉やあいさつなどを
学びましょう。

12/17（木）
14：00 ～ 15：00

国分公民館
中研修室 市民 無料 12/15（火）

◦定員＝先着15人　※申し込み少数の場合は中止することもあります。　※電話か市ホームページから申し込みください。
��問・�申＝企画政策課国際交流グループ  ☎（64）0914
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このコーナーは読者の皆さんからの声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、たくさんの声をお寄せください。

読者
の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

あ
と
約
半
年
で
小
学
校
に
入

学
す
る
娘
や
３
か
月
後
に

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め

に
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
レ
シ
ピ
な

ど
、
家
族
が
う
ま
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
け
る
よ
う
広
報
誌
を
毎
月

隅
々
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

霧
島
市
に
住
み
始
め
て
12
年
。
ま

だ
ま
だ
知
ら
な
い
場
所
、
イ
ベ
ン

ト
、
お
店
も
あ
る
の
で
、
家
族
で

お
出
掛
け
計
画
を
立
て
る
の
が
楽

し
み
で
す
。（
ノ
ア
マ
マ
30
歳
女
性
）

●

ノ
ア
マ
マ
さ
ん
家
族
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
お
役
に
立
て
て
う
れ

し
い
で
す
。
お
子
さ
ん
の
誕
生
楽

し
み
で
す
ね
。

霧
島
市
民
に
な
っ
て
２
年
半
。

表
紙
の
写
真
が
き
れ
い
な

こ
と
に
興
味
を
魅
か
れ
て
広
報
誌

を
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ

も
分
か
り
や
す
い
内
容
で
す
ね
。

必
要
な
情
報
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

検
索
し
て
い
ま
す
が
、
求
め
て
い
る

情
報
し
か
出
て
こ
な
い
の
で
、
広
報

誌
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
と
転
入
し
て
き

た
人
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
で
す
。

（
匿
名
希
望
28
歳
女
性
）

●

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
で
あ
っ

て
も
紙
媒
体
の
広
報
誌
は
必
要
で

す
よ
ね
。
い
つ
で
も
手
に
取
っ
て

読
み
た
く
な
る
広
報
誌
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
き
り
し
ま
を
霧
島
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
拝
読
し

て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
霧
島
市
の
い

ろ
い
ろ
な
情
報
が
得
ら
れ
る
の
で

毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
広

報
誌
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
愛
読
し
て

い
る
霧
島
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
は

多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ふ

る
さ
と
霧
島
市
の
情
報
発
信
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
む
ら
さ

ん
78
歳
男
性
）

●

県
外
か
ら
の
お
便
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
誌
は
有
料

で
県
外
に
も
発
送
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
秘
書
広
報
課
（
☎
64
－

０
９
５
５
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

日
ご
ろ
か
ら
広
報
き
り
し
ま

を
楽
し
み
に
拝
読
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
霧
島
市
で
の
イ

ベ
ン
ト
や
お
知
ら
せ
な
ど
、
と
て
も

あ
り
が
た
い
で
す
。
わ
が
家
は
高

校
１
年
の
男
の
子
と
小
学
６
年
の

女
の
子
が
す
く
す
く
と
成
長
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
た
ま
に
は
親
子
で

ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
も
成
長
の
証
し
だ
と
思
い
日
々

過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
主

人
と
子
ど
も
と
協
力
し
合
い
な
が

ら
生
活
し
て
い
き
ま
す
。
教
育
資

金
が
か
か
り
大
変
だ
と
思
い
ま
す

が
、
２
人
の
子
ど
も
が
一
人
前
に
な

る
ま
で
は
親
の
責
任
を
果
た
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
ピ
ー
ス

47
歳
女
性
）

●

親
と
し
て
子
ど
も
の
成
長
を
見

守
っ
て
い
く
こ
と
は
責
任
も
あ
り

ま
す
が
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
ね
。

10
月
号
の
広
報
き
り
し
ま
を

見
て
驚
き
ま
し
た
。
鹿
児

島
県
は
脳
卒
中
死
亡
率
が
全
国
平

本村澄子さん（国分）

⃝ �日時＝11月23日（月・祝）午前９時45
分から

⃝ �場所＝鹿児島女子短期大学
⃝ ��内容＝郷土料理試食、農産物販売など
＝鹿児島市健康総務課
  ☎099（216）1492

⃝ �日時＝11月23日（月・祝）午後１時から
⃝ �場所＝住吉神社（末吉町二之方3995-

1）
⃝ �内容＝住吉神宮神事、流鏑馬

＝曽於市経済課  ☎0986（76）8808

かごしま食育フェスタ2015 住吉神社・流
や ぶ さ め

鏑馬鹿児島市 曽於市

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構  成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

2015.11

Readers
Voice
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均
１
・
４
倍
、
長
期
の
喫
煙
な
ど

で
呼
吸
困
難
に
な
る
慢
性
閉
塞
性

肺
疾
患（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）の
人
口
10
万

人
当
た
り
の
死
亡
者
数
は
全
国

ワ
ー
ス
ト
１
位
。
こ
の
汚
名
を
返

上
す
る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
一
人

が
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。
先
日
、
霧
島
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
さ
ん
か

ら
健
康
体
操
会
へ
の
お
誘
い
が
あ

り
ま
し
た
。「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
」
の
合
言
葉
で
出
席
し
た
い
と

思
い
ま
す
。（
田
原
の
文
75
歳
男
性
）

●

一
人
一
人
が
健
康
へ
の
意
識
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
よ

ね
。
ま
ず
は
予
防
、
そ
し
て
検
診

な
ど
を
受
診
し
て
病
気
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
で
い
つ
ま
で
も
健

康
で
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

私
は
６
月
に
直
腸
が
ん
の
手

術
を
受
け
て
人
工
肛
門
に

な
り
ま
し
た
。
人
工
肛
門
や
人
工

ぼ
う
こ
う
の
こ
と
を
「
ス
ト
マ
」
と

い
い
、
ス
ト
マ
を
付
け
て
い
る
人
の

こ
と
を
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
呼
び
ま

す
。
排
せ
つ
は
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
い
た
め
、
装
具
に
尿
や

便
を
た
め
て
お
き
ま
す
。
オ
ス
ト

メ
イ
ト
の
人
は
、
健
常
者
の
よ
う

に
ト
イ
レ
で
用
を
足
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
普
通
の
障
が
い
者
用

ト
イ
レ
で
は
な
く
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
の
ト
イ
レ
が
必
要
で
す
。
市

内
に
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
ト

イ
レ
は
数
か
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
人
は
、
排
せ
つ
だ

け
で
な
く
ガ
ス
の
充
満
も
心
配
し

ま
す
。
時
々
ガ
ス
抜
き
を
し
な
い

と
パ
ン
ク
し
そ
う
に
な
り
ま
す
。

市
役
所
に
も
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

の
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す
が
、
障
が
い

者
で
な
い
人
が
利
用
さ
れ
て
い
て

使
え
ず
、
と
て
も
困
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
外
見
で
は
分
か
ら

な
い
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
人
の
た
め
に
、

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
ト
イ
レ
を

も
っ
と
増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
末
期
が
ん
患
者
の
願

い
で
す
。（
熊
林
檎
64
歳
男
性
）

●

貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
理
解
が
進
む
よ

う
広
報
誌
で
も
取
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

紅
葉
の
下
見
を
し
よ
う
と
久

し
ぶ
り
に
霧
島
方
面
に
ド

ラ
イ
ブ
に
出
掛
け
ま
し
た
。
紅
葉

は
ま
だ
で
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
早
め

に
１
年
の
お
礼
を
兼
ね
て
霧
島
神

●

霧
島
市
が
誕
生
し
て
10
年
。
地

方
創
生
が
叫
ば
れ
る
今
日
、
こ
れ

か
ら
が
新
た
な
る
挑
戦
で
す
。

今
年
の
お
月
見
は
あ
い
に
く

の
空
模
様
で
月
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
わ
が
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
丸
い

大
き
な
月
が
登
場
。
夕
顔
で
す
。

朝
顔
よ
り
も
大
ぶ
り
な
花
で
、
夕

方
か
ら
咲
き
始
め
、
宵よ

い

闇や
み

に
ぽ
っ
か

り
浮
か
ん
で
い
ま
す
。
秋
風
に
花
弁

を
震
わ
せ
て
い
る
様
子
は
な
ん
と

も
風
情
が
あ
り
ま
す
。
夕
顔
と
い

え
ば
源
氏
物
語
。
こ
の
花
に
光
源

氏
が
魅
か
れ
た
の
も
う
な
ず
け
ま

す
。
秋
の
夜
長
、
花
を
眺
め
な
が

ら
古
典
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
Ｍ
・
Ｋ
53
歳
女
性
）

●

市
内
の
図
書
館
に
は
源
氏
物
語

に
関
す
る
蔵
書
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。読
書
の
秋
、ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
本
を
め
く
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
ほ
か
32
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

宮
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

駐
車
場
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、

売
店
や
ト
イ
レ
も
新
し
く
な
り
、

庭
園
風
の
池
な
ど
が
で
き
て
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
来

年
の
初
詣
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た
。（
霧
島
人
63
歳
男
性
）

●

霧
島
神
宮
の
現
在
の
社
殿
は
造

営
さ
れ
て
今
年
で
３
０
０
年
。
ま

す
ま
す
魅
力
が
広
が
り
ま
す
ね
。

神
宮
境
内
の
紅
葉
も
必
見
で
す
よ
。

11
月
７
日
で
合
併
し
て
10
年

な
ん
で
す
ね
。「
合
併
後
、

何
が
変
わ
っ
た
け
？
」
と
い
う
声
が

あ
る
一
方
、
全
国
的
に
知
名
度
を
上

げ
、
地
区
同
士
で
の
数
多
く
の
交

流
も
生
ま
れ
、
霧
島
市
の
活
性
化

を
感
じ
て
い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
各

地
区
で
は
イ
ベ
ン
ト
が
め
じ
ろ
押

し
で
す
ね
。
仕
事
の
都
合
も
あ
り

ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
参
加
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
先
日
は
夫

婦
で
え
び
の
高
原
の
池
巡
り
を
し

ま
し
た
。
歩
き
な
が
ら
「
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
も
、
こ
の
霧
島
で
い

つ
ま
で
も
元
気
で
過
ご
し
た
い
ね
」

と
話
す
こ
と
で
し
た
。（
秋
男
58
歳

男
性
）

環霧島・錦江湾奥イベント情報

⃝ �日時＝11月22日（日）午前９時～正午
⃝ �場所＝蒲生八幡神社・蒲生小学校
⃝ �内容＝地元和太鼓集団蒲生郷太鼓坊主

や韓国の伝統芸能演奏など
＝�実行委員会（蒲生地域振興課内）
  ☎（52）1211

日本一大楠どんと秋まつり姶良市

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構  成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

⃝ �期間＝11月下旬～ 12月中旬
⃝ �場所＝垂水市役所から県道71号線を道

なりに10分

＝垂水市水産商工観光課
　　☎0994（32）1111

垂水千本イチョウ垂水市
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※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

鹿児島空港は昭和47年に現在の地に移転しました。開港以来約40年が経過し、
現在では年間の利用客が約500万人と国内有数の空港に成長しました。今、私
たちは飛行機を利用されるお客様以外の方にも足を運んでいただける空港づくり
に取り組んでいます。食事や休憩、ショッピングはもちろん、航空展示室「SORA 
STAGE」や天然温泉足湯「おやっとさぁ」など魅力的な施設があり、誰もが気軽に
遊びに来られる空港です。駐車場は２時間無料。ぜひ鹿児島空港へお越しください。

鹿児島空港オリジナルカレンダー2016を
10人にプレゼント

ふ
る
さ
と
の
創
生
に
向
け
て

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

霧
島
市
が
誕
生
し
て
10
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
市
民
の
一

体
感
の
醸
成
に
力
を
尽
く
し
な

が
ら
、
ま
さ
に
「
地
方
創
生
」

を
先
取
り
し
て
き
た
10
年
間
で

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
市
議
会
や
関
係
機
関
・
団

体
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
間
、
口
て
い
疫
や
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
燃
岳
の
歴

史
的
な
噴
火
や
豪
雨
災
害
な
ど
、

自
然
の
驚
異
に
も
迅
速
に
対
応

し
な
が
ら
、
企
業
誘
致
な
ど
の

雇
用
対
策
を
は
じ
め
、
子
育
て

や
教
育
環
境
、
健
康
・
福
祉
・

医
療
分
野
の
充
実
、
さ
ら
に
幹

線
道
路
の
バ
イ
パ
ス
や
橋
の
新

設
に
よ
る
生
活
基
盤
の
充
実
な

ど
、「
霧
島
市
に
住
ん
で
良
か

っ
た
。
住
ん
で
み
た
い
」
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
市
議
会
や

市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ

て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
人
口
減
と
い
う
予
想

を
覆
し
、「
ほ
ぼ
横
ば
い
」
と

い
う
成
果
を
導
き
だ
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

10
周
年
を
契
機
に
、
未
来
を

見
据
え
「
市
民
が
主
役
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
一
緒
に
な
っ
て
ふ
る
さ
と
の

創
生
に
向
け
た
「
新
た
な
る
挑

戦
」
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◎人口／126,962人（－93）
男性／ 61,003人（－54）
女性／ 65,959人（－39）
出生111人／死亡 95人
転入340人／転出445人
◎世帯数／59,758世帯（－29）

（平成27年10月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

随想を書かれた徳永さんの「霧島山や黒酢のことをワガモノ顔で自
慢していい」という言葉は響きました。霧島には、まだたくさん誇

れるものがある。それが全部「ワガモノ」。合併前には考えられなかった
ふるさとの魅力をもっと発見し、自慢していきたいと感じました（美坂）

人の風景の取材で、新しい境地に到達するには過去を学び、さらに
研さんを積まなければならないと伺った。自宅の書斎を整理して

いると積み重なる数百冊の書籍。買ったはいいが、開かれていない本も
ちらほら。読書の秋、仕分けられた未読の本を読破しなければ（古市）

先月号エディターズで「ゆ旅帳」を手にしたと書いてから１か月。やっと
１つ目の温泉に行ってきました。その日は国分駐屯地開設60周年

記念行事の取材。日ごろの疲れを癒やしにと、急に思い立ち取材後霧
島に向かいました。幕下昇進にはまだまだ時間がかかりそうです（土井）

今回の思い出の味の取材で、和食のおいしさを再確認。外国人の
和食への関心が高まる中、国際線があり食文化豊かな霧島市は

和食の良さをアピールできるまちです。スシやテンプラもいいですが、私は
やはり外国人にも耳慣れた料理を教えたい。「にっくじゃがー」とか（川床）

霧島市ホームページ

◎�「広報きりしま」にお便りをくださった方の中から、鹿児島空港ビルディング株式会社より「鹿
児島空港オリジナルカレンダー 2016」を10人の方にプレゼント。応募締め切りは11月20
日（金）当日消印有効です。※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

霧島の裾野が赤く染まり始めました。写真
は新湯から高千穂河原へ向かう途中にあ
る人工滝付近で撮影しました。そこから少
し下ると霧島神宮。造営300年を迎え周
辺設備をリニューアルした霧島神宮では
毎年11月23日にほぜ祭りが開催され、境
内の紅葉やお祭りを楽しむ観光客でに
ぎわいます。霧島神宮近くには今年の春
に霧島神水峡遊歩道が完成。霧島川
の渓谷を散策しながら大自然の恵みと共
に霧島の秋を感じてみませんか（上小園）

秋を感じる
【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18～270㎜
F3.5-6.3　1/80s　 F6.3　 ISO400

今月の表紙

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

霧島市溝辺町麓822番地鹿児島空港ビルディング株式会社

�問＝子育て支援課子ども家庭支援室 ☎（64）0881

鹿児島空港 検索

家庭やお子さんについての悩みを一人で抱えていませんか。悩みを抱えたままにしてい
ては何の解決にもなりません。

　霧島市では、子育て支援課子ども家庭支援室であらゆる相談を受け付けています。子どもの
こと、自分のこと、一人で悩まないで気軽にご相談ください。

一人で悩まないで
～子育てに関する総合相談～

霧島市 ぐんぐんの木 検索

◦相談日時
　月曜～金曜（祝日・年末年始を除く）
　午前８時15分～午後５時
◦相談方法＝電話、面接（相談は無料・予約の必要はありません）
◦�内容＝家庭・児童相談（原則として０歳から18歳までの児童福
祉に関する相談）、育児の悩み、不登校、いじめ、非行、虐待、
ＤＶに関する相談など。

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。

広報きりしま  30



〈随ずいそう想〉

数
も
増
え
た
。

合
併
前
、
１
市
６
町
で
は
そ
れ

ぞ
れ
が
大
き
な
選
択
を
目
の
当
た

り
に
し
、
葛
藤
し
て
い
た
。

「
今
、
合
併
し
な
い
と
財
政
が

破
た
ん
す
る
」「
合
併
し
て
し
ま

え
ば
過
疎
化
に
歯
止
め
が
効
か
な

く
な
り
地
域
が
寂
れ
て
し
ま
う
」

合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
が
徹
底
し
て
議
論
さ
れ
、

住
民
た
ち
は
真
剣
に
未
来
と
向
き

合
っ
た
。
対
立
も
あ
っ
た
が
、
賛

成
も
反
対
も
ど
ち
ら
も
正
論
だ
っ

た
。
め
っ
た
に
経
験
で
き
な
い
住

民
投
票
が
行
わ
れ
た
ほ
ど
、
議
論

は
熱
を
帯
び
た
。
こ
ん
な
に
も
関

心
が
高
ま
っ
た
の
は
、
合
併
す
る

か
し
な
い
か
の
判
断
が
最
後
は
住

民
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
が
大

き
か
っ
た
だ
ろ
う
。

議
論
は
、
自
ら
の
ふ
る
さ
と
を

見
つ
め
直
し
、
良
さ
を
再
発
見
し
、

欠
点
は
補
い
合
お
う
と
い
う
合
併

の
原
点
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
に
住

民
か
ら
発
せ
ら
れ
た
熱
が
ど
こ
か

に
蓄
え
ら
れ
、
霧
島
市
の
こ
の
10

年
を
動
か
す
原
動
力
に
な
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
の
予
想

は
、
当
然
な
が
ら
的
中
す
る
。
行

政
が
ス
リ
ム
に
な
り
、
元
の
ま
ま

で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
く

な
っ
て
い
た
財
政
問
題
は
改
善
に

転
じ
た
。
豪
雨
や
新
燃
岳
の
噴
火

な
ど
の
自
然
災
害
で
は
、
人
材
や

資
機
材
を
一
気
に
投
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
対
応
ス
ピ
ー
ド
も
格

段
に
向
上
し
た
。
も
し
、
合
併
し

て
な
か
っ
た
ら
と
考
え
る
と
、

ゾ
ッ
と
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

残
念
な
こ
と
に
、
デ
メ
リ
ッ
ト

の
方
も
的
中
し
た
。
人
口
が
都
市

部
に
集
中
し
周
辺
部
の
人
口
減
少

が
進
ん
で
し
ま
っ
た
。
過
疎
は
地

域
の
歴
史
や
文
化
を
存
亡
の
危
機

に
さ
ら
す
。
分
っ
て
い
た
こ
と
だ

が
、
霧
島
市
に
限
ら
ず
、
こ
の
合

併
の
弱
点
を
克
服
す
る
こ
と
は
本

当
に
難
し
い
。

し
か
し
こ
の
10
年
、
周
辺
部
で

は
住
民
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

お
こ
し
に
立
ち
上
が
り
、
取
り
組

み
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。
都
市
部

で
も
、
次
々
と
新
し
い
取
り
組
み

が
生
ま
れ
て
い
る
。
若
者
世
代
の

参
加
や
活
躍
も
目
立
つ
。
蓄
積
さ

れ
た
熱
は
冷
め
て
い
な
い
よ
う
だ
。

地
域
お
こ
し
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
今

の
霧
島
市
を
語
る
全
て
で
は
な
い

に
せ
よ
、
そ
の
地
域
が
抱
え
る
課

題
と
常
に
向
き
合
い
な
が
ら
進
め

ら
れ
て
い
る
た
め
、
今
の
霧
島
市

が
克
服
す
べ
き
弱
点
を
教
え
て
く

れ
て
い
る
。
た
だ
心
配
な
の
は
、

次
の
10
年
の
た
め
の
蓄
熱
が
で
き

Profile

霧島津々浦々
◎徳永  健一

霧
島
市
が
誕
生
し
た
こ
と
で
、

市
民
一
人
一
人
の
ふ
る
さ
と
が
広

く
な
っ
た
。
国
分
に
住
ん
で
い

た
っ
て
、
霧
島
の
山
々
や
福
山
の

黒
酢
の
こ
と
を
ワ
ガ
モ
ノ
顔
で
自

慢
し
て
い
い
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

地
元
が
広
く
な
っ
た
分
、
自
慢
の

て
い
る
か
ど
う
か
だ
。

熱
を
生
み
出
し
蓄
え
る
作
業
は
、

や
は
り
行
政
と
議
会
の
仕
事
だ
ろ

う
。
議
会
人
や
行
政
マ
ン
は
、
住

民
の
善
意
に
ば
か
り
頼
っ
て
は
い

け
な
い
。
議
論
の
場
を
作
る
と
か
、

あ
る
い
は
合
併
前
の
よ
う
に
判
断

を
住
民
に
任
せ
る
と
か
。
知
恵
を

絞
っ
て
制
度
づ
く
り
や
仕
組
み
づ

く
り
に
自
ら
熱
を
発
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。
新
た
な
10
年

を
動
か
す
た
め
の
原
動
力
と
す
る

た
め
に
。

そ
し
て
住
民
は
、
都
市
部
や
周

辺
部
を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
か
の
地

域
お
こ
し
に
関
わ
っ
て
み
る
の
は

ど
う
だ
ろ
う
。
だ
っ
て
、
霧
島
の

津
々
浦
々
ま
で
ワ
ガ
モ
ノ
顔
の
ふ

る
さ
と
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
。

平
成
24
年
９
月
27
日 

取
材
に
て
高
千
穂
峰

登
山
道
か
ら
霧
島
連
山
を
望
む

とくなが  けんいち（45）

鹿児島テレビ放送㈱霧島
支局記者。霧島地域の記
者として、新燃岳噴火や
口てい疫のほか市内各地
のイベントなど、合併し
てから10年間の霧島の
歩みを報道の立場から取
材。霧島市在住。
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